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第１章 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

本市では「子ども・子育て支援法」に基づき，全ての子どもや子育て家庭が健やかに

成長することができる社会の実現を目指して，平成27年３月に「鈴鹿市子ども・子育て

支援事業計画」を策定し，様々な子育て支援事業に取り組んでいますが，本計画が平成

27年度から31年度までの５か年計画であることから，2020年度を始期とする第２期

計画の策定を予定しています。 

第２期計画策定にあたり，必要な情報を得るため，子育て家庭のニーズの動向分析等

を行い，本市の現状と今後の子ども・子育て支援における課題の整理を目的としたアン

ケート形式によるニーズ調査を実施しました。 

２ 調査の設計 

調査票は調査対象者別に作成しており，各調査の件数及び調査期間，方法は，以下の

とおりです。 

■ 調査票の種類と調査対象者及び調査の実施方法 

①調査票「鈴鹿市 子ども・子育て支援事業に関するアンケート調査【就学前児童保護者用】」 

 調査対象者 鈴鹿市に居住する就学前児童の保護者から無作為抽出 

 調査票配布数 2,400人 

 調査期間 平成30年12月26日～平成31年１月21日 

 調査方法 郵送配布，郵送回収 

②調査票「鈴鹿市 子ども・子育て支援事業に関するアンケート調査【小学生保護者用】」 

 調査対象者 鈴鹿市に居住する小学生の保護者から無作為抽出 

 調査票配布数 1,600人 

 調査期間 平成30年12月26日～平成31年１月21日 

 調査方法 郵送配布，郵送回収 
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３ 調査票の配布と回収状況 

調査によるそれぞれの配布，回収状況は，以下のとおりです。 

■ 調査票の配布，回収状況 

調査対象者 配布数(人) 回収数(人) 回収率(％) 

就学前児童の保護者 2,400 1,187 49.5

小学生の保護者 1,600 797 49.8

４ 報告書の見方について 

（１）年齢，学年の定義 

就学前児童，小学生の年齢定義は，アンケート調査において誕生日の年月を回答して

いるため，下表による年齢区分により集計を行いました。 

 

年齢区分 該当する生年月 年齢区分 該当する生年月 

０歳児 平成29年４月以降 ６歳児 平成23年４月～平成24年３月 

１歳児 平成28年４月～平成29年３月 ７歳児 平成22年４月～平成23年３月 

２歳児 平成27年４月～平成28年３月 ８歳児 平成21年４月～平成22年３月 

３歳児 平成26年４月～平成27年３月 ９歳児 平成20年４月～平成21年３月 

４歳児 平成25年４月～平成26年３月 10歳児 平成19年４月～平成20年３月 

５歳児 平成24年４月～平成25年３月 11歳児 平成18年４月～平成19年３月 

（注）調査期間【平成30年度】における年齢定義 

（２）電算処理の注意点 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため，内訳を合計し

ても100％に合致しない場合があります。 

なお，基数となる実数は「n」として掲載し，各グラフや表の比率は「n」を母数と

した割合を示しています。 

また，複数回答が可能な設問では，各項目の割合の合計が100％を超える場合があり

ます。 
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０歳

12.6%

１歳

14.7%

２歳

15.9%
３歳

15.5%

４歳

19.7%

５歳

19.3%

無回答

2.3%

就学前児童

n=1,187

１人

27.4%

２人

45.0%

３人

17.3%

４人

1.9%

５人

0.3%

６人以上

0.1%
無回答

8.2%

就学前児童

n=1,187

０歳

23.8%

１歳

14.2%

２歳

14.2%

３歳

11.7%

４歳

11.5%

５歳以上

10.1%

無回答

14.6%

就学前児童

n=1,187

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=***

小学生

n=***

○○地区 ○○地区 ○○地区 ○○地区 ○○地区

（３）グラフの見方について 

 

 

問1[問1] 居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

５ 調査対象者の属性，家族状況 

（１）就学前児童の属性 

○回答された1,187人の就学前児童の属性は，以下のとおりです。 

 問2 年齢 問3 子どもの人数 問3.1 末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査票「就学前児童の保護者」
の設問番号です。 

調査票「小学生の保護者」
の設問番号です。 
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１年生

15.6%

２年生

15.8%

３年生

15.6%４年生

16.7%

５年生

15.6%

６年生

18.6%

無回答

2.3%

小学生

n=797

１人

19.2%

２人

50.6%

３人

21.7%

４人

3.5%

５人

0.5%

６人以上

0.1%

無回答

4.4%

小学生

n=797

０歳

2.8%

１歳

2.6%
２歳

2.6%
３歳

4.6%

４歳

7.4%

５歳

5.8%

６歳

11.9%
７歳

12.3%
８歳

11.4%

９歳

9.3%

10歳

8.9%

11歳以上

10.3%

無回答

7.4%

小学生

n=797

（２）小学生の属性 

○回答された797人の小学生の属性は，以下のとおりです。 

 [問2] 学年 [問3] 子どもの人数 [問3.1]末子の年齢 
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3.2 

2.5 

2.4 

4.1 

2.8 

1.9 

4.3 

1.1 

3.3 

9.6 

8.1 

6.9 

5.6 

2.6 

4.6 

4.4 

2.3 

2.3 

8.3 

2.3 

6.0 

1.6 

1.4 

0.4 

0.3 

1.6 

1.7 

0.8 

1.5 

0.8 

0.3 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

国府

庄野

加佐登

牧田

清和

石薬師

白子

鼓ヶ浦

愛宕

旭が丘

桜島

稲生

飯野

明生

河曲

一ノ宮

長太

箕田

玉垣

若松

神戸

栄

郡山

天名

合川

井田川

鈴西

椿

深伊沢

庄内

わからない

無回答

就学前児童

n=1,187

3.3 

3.0 

3.0 

2.6 

1.6 

2.9 

5.5 

0.8 

4.4 

7.5 

6.9 

6.8 

5.4 

2.4 

4.6 

3.9 

1.9 

2.6 

8.5 

3.4 

5.0 

1.8 

2.9 

1.0 

0.4 

1.3 

2.5 

1.1 

1.4 

0.8 

0.1 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

国府

庄野

加佐登

牧田

清和

石薬師

白子

鼓ヶ浦

愛宕

旭が丘

桜島

稲生

飯野

明生

河曲

一ノ宮

長太

箕田

玉垣

若松

神戸

栄

郡山

天名

合川

井田川

鈴西

椿

深伊沢

庄内

わからない

無回答

小学生

n=797

（３）居住地域の状況 

○回答者が居住する小学校区は，以下のとおりです。 

問1[問1] 居住地区 
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母親

89.0%

父親

10.7%

その他

0.1%
無回答

0.3%

就学前児童

n=1,187

配偶者がいる

93.9%

配偶者は

いない

5.7%

無回答

0.4%

就学前児童

n=1,187

母親

84.1%

父親

15.6%

その他

0.3%
無回答

0.1%

小学生

n=797

配偶者がいる

90.8%

配偶者は

いない

9.0%

無回答

0.1%

小学生

n=797

（４）調査回答者の状況と配偶者の有無 

○この調査の回答者は，以下のとおりです。 

 問4 調査回答者（就学前児童） 問5 配偶者の有無（就学前児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問4] 調査回答者（小学生） [問5] 配偶者の有無（小学生） 
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50.0 

50.3 

48.7 

47.4 

0.1 

0.6 

0.3 

0.8 

0.8 

0.8 

0.1 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,187

小学生

n=  797

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答

22.0 

45.4 

5.0 

6.3 

3.3 

2.1 

15.7 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

保育所（園）

認定こども園

子育て支援センター

つどいの広場

その他

特に利用施設はない

無回答

就学前児童

n=1,187

20.3 

66.6 

20.2 

1.3 

8.0 

8.8 

0% 25% 50% 75% 100%

放課後児童クラブ

（学童保育）

学習塾，習い事

地域の青少年団体活動

（子ども会，スポーツ少年団）

児童センター

その他

無回答

小学生

n=797

第２章 子育て家庭を取り巻く環境 

１ 子育ての環境について 

（１）主な保育者と親族等協力者の状況 

○主な保育者の状況をみると，就学前児童，小学生いずれも「父母ともに」「主に母親」

が９割以上を占めています。 

○日常的に子育てに関わっているものをみると，就学前児童では，「保育所（園）」

（45.4％）が最も高く，次いで「幼稚園」（22.0％）となっています。また，「特に

利用施設はない」（15.7％）となっています。小学生では，「学習塾，習い事」（66.6％）

が最も高く，次いで「放課後児童クラブ（学童保育）」（20.3％），「地域の青少年団

体活動（子ども会，スポーツ少年団）」（20.2％）となっています。 

問6[問6] 主な保育者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

問7[問7] 日常的に子育てに関わっているもの（施設含む） 
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93.7 

30.1 

36.1 

54.8 

8.3 

7.4 

2.3 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育所（園）

認定こども園

子育て支援センター，

つどいの広場

その他

無回答

就学前児童

n=1,187

93.0 

31.9 

86.6 

4.5 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

家庭

地域

小学校

その他

無回答

小学生

n=797

31.2 

56.4 

1.4 

8.8 

13.6 

1.3 

33.4 

50.6 

2.4 

13.0 

12.7 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人，知人がいる

緊急時や用事の際には子どもを

みてもらえる友人，知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前児童

n=1,187

小学生

n=  797

○子育てに影響を与える環境をみると，就学前児童では，「家庭」（93.7％）が最も高

く，次いで「保育所（園）」（54.8％），「幼稚園」（36.1％）となっています。小学

生では，「家庭」（93.0％）が最も高く，次いで「小学校」（86.6％），「地域」（31.9％）

となっています。 

○親族，知人等協力者の状況をみると，就学前児童，小学生いずれも「緊急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」（就学前児童56.4％，小学生50.6％），

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（就学前児童31.2％，小学生33.4％）

と回答した方が多い一方で，「いずれもいない」と回答した方が就学前児童，小学生

の保護者ともに１割強いるという状況です。 

問8[問8] 子育てに影響を与えると思う環境（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問9[問9] 親族，知人等協力者の状況（複数回答） 
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53.3 

23.9 

23.5 

23.5 

8.0 

3.5 

0.7 

53.0 

20.1 

20.7 

24.6 

8.3 

4.4 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族の身体的，精神的な負担や時間的制約を

心配することなく，安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として，負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか，

少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=984

小学生

n=642

○祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況をみると，就学前児童，小学生いず

れも「祖父母等の親族の身体的，精神的な負担や時間的制約を心配することなく，安

心して子どもをみてもらえる」（就学前児童53.3％，小学生53.0％）が最も高いも

のの，一方で，「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」（就学前児童

23.9％，小学生20.1％），「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心

配である」（就学前児童23.5％，小学生20.7％）「自分たち親の立場として，負担を

かけていることが心苦しい」（就学前児童23.5％，小学生24.6％）と祖父母等の負

担を心配しながらみてもらっている割合も高くなっています。 

問9-1[問9-1] 祖父母等の親族に子どもをみてもらうことへの考え（複数回答） 
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44.7 

4.4 

21.1 

38.6 

4.4 

5.3 

1.8 

52.2 

6.1 

18.3 

33.0 

0.9 

7.8 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

友人，知人の身体的，精神的な負担や時間的制約を

心配することなく，安心して子どもをみてもらえる

友人，知人の身体的負担が大きく心配である

友人，知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として，負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか，

少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=114

小学生

n=115

○友人，知人に子どもを預かってもらっている状況をみると，就学前児童，小学生いず

れも「友人，知人の身体的，精神的な負担や時間的制約を心配することなく，安心し

て子どもをみてもらえる」（就学前児童44.7％，小学生52.2％）が最も高いものの，

一方で，「自分たち親の立場として，負担をかけていることが心苦しい」（就学前児童

38.6％，小学生33.0％）「友人，知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配で

ある」（就学前児童21.1％，小学生18.3％）と回答した方の割合も多く，友人，知

人の負担を心配しながらみてもらっている状況です。 

問9-2[問9-2] 友人，知人に子どもをみてもらうことへの考え（複数回答） 
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いる／ある

92.9%

いない

／ない

3.5%

無回答

3.6%

就学前児童

n=1,187

83.7 

76.0 

70.6 

8.7 

40.3 

0.8 

10.2 

2.1 

3.3 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

保育士，幼稚園教諭

民生委員，児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て

関連担当職員

その他

無回答

就学前児童

n=1,103

12.1 

5.8 

5.0 

35.6 

15.6 

3.3 

1.0 

0.8 

2.6 

6.0 

27.0 

0% 25% 50% 75% 100%

子育て支援センター

つどいの広場

保健所，保健センター

保育所（園）

幼稚園

認定こども園

自治体の子育て

関連担当窓口

ＮＰＯ法人等の

子育て支援団体

インターネットの

相談サイト

その他

無回答

就学前児童

n=1,103

（２）子育てに関する相談者の状況 

○気軽に相談できる人の有無をみると，就学前児童では，「いる／ある」が９割以上を

占めています。 

○気軽に相談できる人の状況をみると，就学前児童では，「配偶者」（83.7％）が最も

高く，次いで「祖父母等の親族」（76.0％），「友人や知人」（70.6％）となっていま

す。 

○気軽に相談できる場所をみると，就学前児童では，「保育所（園）」（35.6％）が最も

高く，次いで「幼稚園」（15.6％），「子育て支援センター」（12.1％）となっていま

す。 

問10 子育てに関して気軽に相談できる人の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問10-1(1) 気軽に相談できる人（複数回答） 問10-1(2) 気軽に相談できる場所（複数回答） 
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79.4 

64.8 

77.6 

11.4 

21.2 

5.7 

3.5 

0.3 

1.8 

0.0 

0.7 

2.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者

祖父母等の親族

友人，知人

近所の人

小学校の先生

放課後児童クラブ（学童保育）の指導員

ピアノ，野球，サッカー等の指導員

民生委員，児童委員

市の子育て関連担当窓口

ＮＰＯ法人等の子育て支援団体

インターネットの相談サイト

その他

無回答

小学生

n=718

いる／ある

90.1%

いない

／ない

6.0%

無回答

3.9%

小学生

n=797

○気軽に相談できる人の有無をみると，小学生では，「いる／ある」が９割を占めてい

ます。 

○気軽に相談できる人の状況をみると，小学生では，「配偶者」（79.4％）が最も高く，

次いで「友人や知人」（77.6％），「祖父母等の親族」（64.8％）となっています。 

 [問10] 子育てに関して気軽に相談できる人の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問10-1] 気軽に相談できる人等（複数回答） 
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18.8 

24.6 

7.5 

7.2 

26.1 

30.3 

2.3 

2.3 

41.1 

32.8 

3.4 

2.3 

0.8 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=1,273

H30調査

n=1,187

フルタイムで就労しており，

産休，育休，介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが，

産休，育休，介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

産休，育休，介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが，

産休，育休，介護休業中である

以前は就労していたが，

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

23.5 

32.4 

1.1 

0.8 

44.4 

43.8 

0.7 

0.9 

25.2 

18.7 

4.0 

1.9 

1.1 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=908

H30調査

n=797

フルタイムで就労しており，

産休，育休，介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが，

産休，育休，介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

産休，育休，介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが，

産休，育休，介護休業中である

以前は就労していたが，

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

２ 保護者の就労状況 

（１）母親の就労状況 

○母親の就労状況をみると，「フルタイムで就労している」「パート・アルバイト等で就

労している」を合わせた現在就労している方は，就学前児童が64.4％，小学生が

77.9％となっています。そのうち産休，育休，介護休業を取得中の方は，就学前児

童が9.5％，小学生が1.7％となっています。 

○前回調査と比較すると，就労している母親は，就学前児童が9.7
ポイ

ント，小学生が8.2
ポイ

ント高

くなっています。 

問12 母親の就労状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問12] 母親の就労状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 

小学生 
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0.8 3.1 7.3 13.6 

64.8 

6.3 4.1 0.6 1.9 
10.2 

19.5 

54.8 

9.7 
3.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=764

小学生

n=620

4.1 

24.7 
33.8 30.9 

3.4 
0.7 2.5 5.6 

30.2 29.2 28.2 

3.9 0.8 2.1 
0%

25%

50%

75%

100%

４時間

未満

４～５

時間

６～７

時間

８～９

時間

10～11

時間

12時間

以上

無回答

就学前児童

n=764

小学生

n=620

○母親の就労日数をみると，就学前児童，小学生いずれも「５日」（就学前児童64.8％，

小学生54.8％）が最も高く，次いで「４日」（就学前児童13.6％，小学生19.5％），

「３日」（就学前児童7.3％，小学生10.2％）となっています。 

○母親の就労時間をみると，就学前児童では「６～７時間」（33.8％）が最も高く，次い

で「8～９時間」（30.9％），「４～５時間」（24.7％）となっています。小学生では「４

～５時間」（30.2％）が最も高く，次いで「６～７時間」（29.2％），「８～９時間」（28.2％）

となっています。 

問12-1(1)[問12-1(1)] 母親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問12-1(1)[問12-1(1)] 母親の就労時間（１日当たり） 
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0.3 0.9 

29.6 

47.3 

14.1 
4.8 3.0 0.6 1.3 

19.5 

54.7 

15.0 

6.3 
2.6 

0%

25%

50%

75%

100%

６時より前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=764

小学生

n=620

4.8 

18.3 
32.7 

37.3 

3.1 0.4 3.3 7.4 

28.7 
24.4 

32.4 

2.6 1.6 2.9 

0%

25%

50%

75%

100%

12時より前 12～15

時台

16～17

時台

18～19

時台

20～21

時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=764

小学生

n=620

○母親の出勤時間をみると，就学前児童，小学生いずれも「８時台」（就学前児童47.3％，

小学生54.7％）が最も高く，次いで「７時台」（就学前児童29.6％，小学生19.5％），

「９時台」（就学前児童14.1％，小学生15.0％）となっています。 

○母親の帰宅時間をみると，就学前児童では「18～19時台」（37.3％）が最も高く，

次いで「16～17時台」（32.7％），「12～15時台」（18.3％）となっています。小

学生では，「18～19時台」（32.4％）が最も高く，次いで「12～15時台」（28.7％），

「16～17時台」（24.4％）となっています。 

問12-1(2)[問12-1(2)] 母親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 
 

問12-1(2)[問12-1(2)] 母親の帰宅時間 
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7.2 

5.1 

25.3 

24.4 

53.7 

60.1 

2.3 

3.1 

11.4 

7.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=387

小学生

n=356

フルタイムへの転換希望があり，

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが，

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

○母親のフルタイム勤務に対する意向をみると，就学前児童，小学生いずれも「パート・

アルバイト等の就労を続けることを希望」と回答した方が半数以上を占めていますが，

約３割にフルタイムへの転換希望があるものの，４分の３以上が実現できる見込みが

ない状況です。 

問12-2[問12-2] 母親のフルタイム勤務に対する意向 
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18.3 

31.1 

53.6 

32.9 

25.5 

34.1 

2.6 

1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=416

小学生

n=164

子育てや家事などに専念したい

（働く予定はない）

１年より先，一番下の子どもが□□歳に

なったころに働きたい

すぐにでも，または１年以内に働きたい

無回答

０～３歳

37.2%

４～５歳

25.6%

６～８歳

23.8%

９～11歳

6.3%

12歳以上

0.4%

無回答

6.7%

就学前児童

n=223

０～３歳

11.1%

４～５歳

13.0%

６～８歳

31.5%

９～11歳

16.7%

12歳以上

24.1%

無回答

3.7%

小学生

n=54

11.6 

10.0 

75.7 

82.7 

12.8 

7.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=329

小学生

n=110

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

○現在就労していないが，今後就労したい母親の希望をみると，就学前児童では79.1％

となっており，その内訳は「１年より先，一番下の子どもが□□歳になったころに働

きたい」（53.6％），「すぐにでも，または１年以内に働きたい」（25.5％）となって

います。小学生では67.0％となっており，その内訳は「１年より先，一番下の子ど

もが□□歳になったころに働きたい」（32.9％），「すぐにでも，または１年以内に働

きたい」（34.1％）となっています。 

○現在就労していないが，今度就労したい母親の希望する就労形態をみると，就学前児

童では「パートタイム・アルバイト等」（75.7％），「フルタイム」（11.6％）となっ

ています。小学生では「パートタイム・アルバイト等」（82.7％），「フルタイム」

（10.0％）となっています。 

○現在就労していないが，今度就労したい母親の希望する就労時期となる子どもの年齢

は就学前児童では「0～３歳」（37.2％），小学生では「６～８歳」（31.5％）が最も

高くなっています。 

 問12-3[問12-3] 就労していない母親の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「１年より先,一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい」に○を付けた方

【就労希望時の末子の年齢】

【母親の希望する就労形態】 

【希望就労日数と希望就労時間】へ



鈴鹿市 

 

22 

0.0 2.8 

34.5 30.9 
22.5 

0.0 
9.2 

0.0 1.1 

37.4 39.6 

15.4 

0.0 
6.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=249

小学生

n=91

4.0 

72.3 

14.1 
1.2 0.0 0.0 

8.4 6.6 

74.7 

12.1 
0.0 0.0 0.0 6.6 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間

未満

４～５

時間

６～７

時間

８～９

時間

10～11

時間

12時間

以上

無回答

就学前児童

n=249

小学生

n=91

○パートタイム・アルバイト等での就労を希望する母親の希望就労日数をみると，就学

前児童では「３日」（34.5％）が最も高く，次いで「４日」（30.9％），「５日」（22.5％）

となっています。小学生では「４日」（39.6％）が最も高く，次いで「３日」（37.4％），

「５日」（15.4％）となっています。 

○パートタイム・アルバイト等での就労を希望する母親の希望就労時間をみると，就学

前児童，小学生いずれも「４～５時間」（就学前児童72.3％，小学生74.7％）が最

も高く，次いで「６～７時間」（就学前児童14.1％，小学生12.1％），「４時間未満」

（就学前児童4.0％，小学生6.6％）となっています。 

問12-3[問12-3] パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問12-3[問12-3] パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労時間（１日当たり） 
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93.3 

88.8 

0.3 

0.0 

0.4 

0.6 

0.0 

0.1 

0.2 

0.8 

0.0 

0.0 

5.9 

9.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,187

小学生

n=  797

フルタイムで就労しており，

育休，介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが，

育休，介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており，

育休，介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが，

育休，介護休業中である

以前は就労していたが，

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

0.0 0.2 0.8 1.4 

66.8 

28.4 

2.3 0.0 0.0 0.6 1.4 

64.7 

30.5 

2.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=1,115

小学生

n=714

0.8 0.2 2.0 

44.6 

30.3 
19.6 

2.5 0.4 0.4 2.4 

46.6 

28.6 
16.9 

4.6 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間

未満

４～５

時間

６～７

時間

８～９

時間

10～11

時間

12時間

以上

無回答

就学前児童

n=1,115

小学生

n=714

（２）父親の就労状況 

○父親の就労状況をみると，就学前児童，小学生いずれも約９割が「フルタイムで就労

している」「パート・アルバイト等で就労している」となっています。 

○父親の就労日数をみると，就学前児童，小学生いずれも「５日」（就学前児童66.8％，

小学生64.7％）が最も高く，次いで「６日」（就学前児童28.4％，小学生30.5％）

となっています。 

○父親の就労時間をみると，就学前児童，小学生いずれも「８～９時間」（就学前児童

44.6％，小学生46.6％）が最も高く，次いで「10～11時間」（就学前児童30.3％，

小学生28.6％），「12時間以上」（就学前児童19.6％，小学生16.9％）となっています。 

問13[問13] 父親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13-1(1)[問13-1(1)] 父親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問13-1(1)[問13-1(1)] 父親の就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

  



鈴鹿市 

 

24 

20.0 

16.7 

20.0 

16.7 

40.0 

33.3 

0.0 

0.0 

20.0 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=5

小学生

n=6

フルタイムへの転換希望があり，

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが，

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

5.6 

17.9 

44.5 

22.5 

3.5 2.9 3.1 
6.7 15.5 

49.0 

17.9 

4.2 
2.4 

4.2 

0%

25%

50%

75%

100%

６時より前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=1,115

小学生

n=714

12.9 

0.4 
7.4 

34.2 30.7 

10.9 
3.4 

11.6 
0.8 

7.7 

37.4 
28.0 

9.9 4.5 

0%

25%

50%

75%

100%

12時より前 12～15

時台

16～17

時台

18～19

時台

20～21

時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=1,115

小学生

n=714

○父親の出勤時間をみると，就学前児童，小学生いずれも「７時台」（就学前児童44.5％，

小学生49.0％）が最も高く，次いで「８時台」（就学前児童22.5％，小学生17.9％），

「６時台」（就学前児童17.9％，小学生15.5％）となっています。 

○父親の帰宅時間をみると，就学前児童，小学生いずれも「18～19時台」（就学前児

童34.2％，小学生37.4％）が最も高く，次いで「20～21時台」（就学前児童30.7％，

小学生28.0％），「12時より前」（就学前児童12.9％，小学生11.6％）となっていま

す。 

問13-1(2)[問13-1(2)] 父親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 

問13-1(2)[問13-1(2)] 父親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

○父親のパートタイムからフルタイムへの転換意向は以下のとおりです。 

問13-2[問13-2] 父親のフルタイム勤務に対する意向 
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0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

50.0 

66.7 

50.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=2

小学生

n=6

子育てや家事などに専念したい

（働く予定はない）

１年より先，一番下の子どもが□□歳に

なったころに働きたい

すぐにでも，または１年以内に働きたい

無回答

100.0 

50.0 

0.0 

25.0 

0.0 

25.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1

小学生

n=4

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 
0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=0

小学生

n=1

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

４時間

未満

４～５

時間

６～７

時間

８～９

時間

10～11

時間

12時間

以上

無回答

就学前児童

n=0

小学生

n=1

○現在就労していない父親の今後の就労意向は，以下のとおりです。 

 問13-3[問13-3] 就労していない父親の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13-3[問13-3] 就労希望のある父親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 
 

問13-3[問13-3] 就労希望のある父親の希望就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

  

「１年より先,一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい」に○を付けた方

【就労希望時の末子の年齢】

【父親の希望する就労形態】 

就学前児童，小学生ともに 
対象者はいませんでした。 
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３ 子育て家庭を取り巻く環境における分析，課題 

課題等の抽出にあたっては，報告書原稿に加えてクロス集計データを基に，分析を通

して考察と課題抽出等を行いました。また，一人親家庭における子育ての現状を把握す

るため，母子家庭についても各結果において分析を行いました。なお，父子家庭につい

ては母数が少数のため省略しています。 

結果１ 周囲の援助が得られない，孤立した子育て環境にいる保護者は 

就学前児童で13.6％ 小学生で12.7％ 

子育てに関する親族，知人等協力者の状況は，就学前児童，小学生の保護者ともに，

8割以上が日常的，または緊急時，用事の際に祖父母等の親族に子どもをみてもらえる

と回答しており，大半の保護者は協力を得られる状況です。 

その一方で，協力者が「いずれもいない」と回答した，孤立した子育て環境にいる保

護者は就学前児童で13.6％，小学生で12.7％となっています。また，協力者がいない

と回答した方のうち，母子家庭の割合は就学前児童が2.4％，小学生が11.8％となって

います。【問９，[問９]】 

▼ 

以上の結果から，孤立した育児環境にある保護者に対し，様々なニーズに即した子育

て支援の手を差し伸べ，育児環境を改善する必要があります。 
 

結果２ 子育てをする上で気軽に相談できる相手（先）がいない保護者は 

就学前児童で3.5％，小学生で6.0％ 

子育てをする上で気軽に相談できる相手（先）が，「いる／ある」と回答した保護者

は，就学前児童，小学生の保護者ともに９割以上となり，その相手として「配偶者」（就

学前児童83.7％，小学生79.4％），「祖父母等の親族」（就学前児童76.0％，小学生

64.8％），「友人や知人」（就学前児童70.6％，小学生77.6％）が上位を占め，その多

くは身近な人達となっています。 

身近な親族や友人，知人以外では，就学前児童は「保育士，幼稚園教諭」（40.3％），

小学生は「小学校の先生」（21.２％）の割合が高く，対照的に「民生委員，児童委員」，

「自治体の子育て関連担当職員」，「市の子育て関連担当窓口」などの公的機関をあげた

割合は就学前児童，小学生の保護者ともに１割未満となっています。 

また，気軽に相談できる相手（先）が「いない／ない」と回答した保護者は，就学前

児童で3.5％，小学生で6.0％となっています。また，母子家庭では就学前児童が13.8％

（回答者全体の割合より約４倍高い），小学生が12.7％（回答者全体の割合より２倍以

上高い）となっています。【問10・10-１（１）（２），[問10・10-１]】 

▼ 

以上の結果から，相談相手がいる，いないに限らず，相談を希望するときに公的な相

談機関などを頼りにできるよう，教育・保育施設等と連携して，その活動の周知徹底，

普及を図るとともに，アクセスしやすく気軽に相談できる体制の整備を再検討する必要

があります。  
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結果３ 母親の就労率（育休等を含む）は就学前児童で64.4％，小学生で77.9％ 

母親の就労状況をみると，就学前児童が64.4％，就学児童が77.9％となり，そのう

ち産休，育休，介護休業中の方は，就学前児童で9.5％，小学生で1.7％となっていま

す。前回調査（H25年）と比較すると，就労している母親の割合は，就学前児童で9.7
ポイ

ント，

小学生で8.2
ポイ

ント高くなっています。 

母親の就労日数は，就学前児童，小学生ともに「５日」（就学前児童64.8％，小学生

54.8％）の割合が最も高くなっています。 

母親の出勤時間は，就学前児童，小学生ともに「８時台」（就学前児童47.3％，小学

生54.7％）の割合が最も高く，次いで「７時台」（就学前児童29.6％，小学生19.5％）

となり，また，帰宅時間は就学前児童，小学生ともに「18時～19時台」（就学前児童

37.3％，小学生32.4％）の割合が最も高くなっています。 

母子家庭の保護者の就労状況をみると，「フルタイム（産休，育休，介護休業中では

ない）」での就労割合が高く，就学前児童では回答者全体の24.6％に対し母子家庭は

53.4％，小学生では回答者全体の32.4％に対し母子家庭は73.0％となっています。ま

た，就労日数をみると小学生で「６日以上」と回答した割合は，回答者全体の9.7％に

対し母子家庭は32.2％と高くなっています。【問12・12-１（１）（２），[問12・問

12-１（１）（２）]】 

▼ 

以上の結果から，就労する母親が増加していくことを想定し，定期的な教育，保育事

業は７時台から19時台までの事業体制を整えるとともに，週６日以上働く母親がいる

現状を考慮し，土日，祝日の事業体制の充実化を検討していく必要があります。 
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利用して

いる

71.4%

利用して

いない

27.9%

無回答

0.7%

就学前児童

n=1，187

9.8 

22.4 

1.7 

58.1 

7.2 

1.2 

1.3 

0.4 

0.9 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

市立幼稚園

私立幼稚園

幼稚園，認定こども園の

一時預かり

保育所（園）

認定こども園

事業所内保育施設

認可外の保育施設

ファミリー・サポート

・センター

その他

無回答

就学前児童

n=848

28.4 

34.7 

18.8 

58.0 

20.3 

6.7 

1.5 

7.4 

2.6 

1.6 

2.1 

1.3 

2.4 

0% 25% 50% 75% 100%

市立幼稚園

私立幼稚園

幼稚園，認定こども園の

一時預かり

保育所（園）

認定こども園

事業所内保育施設

認可外の保育施設

ファミリー・サポート

・センター

小規模な保育施設

家庭的保育（保育ママ）

居宅訪問型保育

その他

無回答

就学前児童

n=1,187

第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

１ 就学前児童の平日の定期的な教育・保育事業の現状と 

今後の利用希望 

（１）平日の定期的な教育・保育事業 

○定期的な教育・保育事業の利用状況をみると，就学前児童では，「利用している」が

７割以上を占めています。 

○利用中の事業をみると，就学前児童では，「保育所（園）」（58.1％）が最も高く，次

いで「私立幼稚園」（22.4％），「市立幼稚園」（9.8％）となっています。 

○希望する事業をみると，「保育所（園）」（58.0％）が最も高く，次いで「私立幼稚園」

（34.7％），「市立幼稚園」（28.4％）となっています。 

問14 定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問14-1 定期的な教育・保育事業の利用状況 問15 希望する定期的な教育・保育事業 
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0.1 0.2 0.4 0.9 

91.4 

5.5 
0.0 1.4 0.0 0.2 0.0 0.6 

69.7 

10.3 

0.2 

19.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

利用日数

n=848

就学前児童

希望日数

n=848

0.0 0.0 0.1 
1.3 9.0 13.3 

21.6 21.6 16.2 12.0 

2.7 0.5 1.8 
0.0 0.0 0.1 

0.2 1.5 7.9 
16.4 

22.5 

14.0 11.4 2.8 2.6 

20.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間 10時間 11時間 12時間

以上

無回答

就学前児童

利用時間

n=848

就学前児童

希望時間

n=848

○定期的な教育・保育事業の１週当たりの利用日数と希望日数をみると，就学前児童で

は，利用日数，希望日数いずれも「５日」（利用日数91.4％，希望日数69.7％）が

最も高くなっています。 

○１日当たりの利用時間と希望時間をみると，就学前児童では，利用時間で「７時間」

「８時間」（各21.6％）が最も高く，次いで「９時間」（16.2％）となっており，希

望時間で「８時間」（22.5％）が最も高く，次いで「７時間」（16.4％），「９時間」

（14.0％）の順となっています。 

問14-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用時間と希望時間（１日当たり） 
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0.0 

0.0 

10.3 

48.1 

36.7 

2.8 

0.1 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時以降

無回答

就学前児童

n=848

0.0 

0.1 

9.0 

41.9 

25.7 

1.4 

0.0 

21.9 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時以降

無回答

就学前児童

n=848

2.2 

1.5 

11.0 

24.8 

19.2 

13.9 

4.4 

0.9 

0.0 

22.1 

0% 25% 50% 75% 100%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=848

3.9 

11.6 

13.7 

31.1 

20.9 

15.6 

1.2 

0.0 

0.0 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

14時より前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=848

○定期的な教育・保育事業の利用開始時間と希望開始時間をみると，利用開始時間，希

望開始時間いずれも「８時台」（利用開始時間48.1％，希望開始時間41.9％）が最

も高く，次いで「９時台」（利用開始時間36.7％，希望開始時間25.7％）となって

います。 

○定期的な教育・保育事業の利用終了時間と希望終了時間をみると，利用終了時間，希

望終了時間いずれも「16時台」（利用終了時間31.1％，希望終了時間24.8％）が最

も高く，次いで「17時台」（利用終了時間20.9％，希望終了時間19.2％）となって

います。 

 問14-2(1) 利用開始時間 問14-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問14-2(1) 利用終了時間 問14-2(2) 希望終了時間 
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鈴鹿市内

97.6%

他の市町村

1.2%
無回答

1.2%

就学前児童

n=848

鈴鹿市

93.1%

他の市町村

2.6%

無回答

4.3%

就学前児童

n=1,187

69.8 

7.0 

28.4 

21.3 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

施設が距離的に近い場所にある

利用する経費が安い

利用しやすい

その他

無回答

就学前児童

n=848

○定期的な教育・保育事業を選んだ理由をみると，就学前児童では，「施設が距離的に

近い場所にある」が７割弱を占めています。 

○現在平日に利用している教育・保育事業の実施場所と希望実施場所をみると，就学前

児童では，実施場所，希望実施場所いずれも「鈴鹿市内」が９割以上を占めています。 

問14-2(1).1 定期的に利用している教育・保育の事業を選んだ理由 

 

 

 

 

 

 

 

 問14-3 教育・保育事業の実施場所 問15-1 教育・保育事業の希望実施場所 
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59.8 

69.9 

1.4 

0.9 

1.8 

0.1 

2.0 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育てをしている者が現在就労している

子育てをしている者が就労予定である／求職中である

子育てをしている者が家族，親族などを介護している

子育てをしている者に病気や障がいがある

子育てをしている者が学生である

その他

無回答

就学前児童

n=848

（２）定期的な教育・保育事業の利用理由と未利用の理由 

○平日に教育・保育事業を利用している理由をみると，「子育てをしている者が現在就

労している」（69.9％）が最も高く，次いで「子どもの教育や発達のため」（59.8％）

となっています。 

問14-4 平日に教育・保育事業を利用している理由 
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45.6 

5.4 

0.0 

10.3 

3.6 

1.2 

2.1 

49.2 

13.6 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人，知人がみている

利用したいが，保育・教育の事業に空きがない

利用したいが，経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが，延長，夜間などの時間帯の

条件が合わない

利用したいが，事業の質や場所など，

納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため（□□歳くらい

になったら利用しようと考えている）

その他

無回答

就学前児童

n=331

０歳

0.0%

１歳

7.4%
２歳

12.9%

３歳

49.7%

４歳

23.3%

５歳

4.9%

無回答

1.8%

就学前児童

n=163

はい

59.9%

いいえ

36.9%

無回答

3.2%

就学前児童

n=317

○平日に教育・保育事業を利用していない理由をみると，「子どもがまだ小さいため（□

□歳くらいになったら利用しようと考えている）」（49.2％）が最も高く，次いで「利

用する必要がない」（45.6％）となっています。 

○「子どもがまだ小さいため（□□歳くらいになったら利用しようと考えている）」と

回答した人が，教育・保育事業の利用を希望する子どもの年齢をみると，就学前児童

では，「３歳」（49.7％）が最も高くなっています。 

○定期的な教育・保育事業として，「幼稚園」や「幼稚園の預かり保育」と合わせてほ

かの事業の利用も希望される方のうち，特に「幼稚園」の利用を強く希望している方

は，約６割となっています。 

問14-5 教育・保育事業を利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問14-5.8 利用を希望する子どもの年齢 問15-2 幼稚園の利用を強く希望 
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90.2 

1.1 

8.0 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

放課後児童クラブ

（学童保育）

ファミリー・サポート

・センター

その他

無回答

小学生

n=174

利用して

いる

21.8%

利用して

いない

76.8%

無回答

1.4%

小学生

n=797

46.9 

15.8 

20.5 

27.0 

0% 25% 50% 75% 100%

放課後児童クラブ

（学童保育）

ファミリー・サポート

・センター

その他

無回答

小学生

n=797

２ 小学生の平日の定期的な子育て支援事業の利用現状等 

（１）平日の定期的な子育て支援事業の利用状況 

○小学生における平日の定期的な子育て支援事業の利用状況をみると，「利用していな

い」が７割以上を占めています。 

○利用中の事業をみると，小学生では，「放課後児童クラブ（学童保育）」が９割を占め

ています。 

○希望する事業をみると，小学生では，「放課後児童クラブ（学童保育）」（46.9％）が

最も高いものの，一方で，「その他」が２割を超え，選択項目以外にもさまざまな希

望場所があることがうかがえます。 

 [問14] 定期的な子育て支援事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問14-1] 定期的な子育て支援事業の利用状況 [問15] 希望する子育て支援事業 
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2.3 4.0 
11.5 12.1 

62.1 

5.7 
0.0 2.3 1.7 1.7 5.7 6.9 

44.8 

7.5 
0.0 

31.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学生

利用日数

n=174

小学生

希望日数

n=174

5.2 

45.4 

35.1 

5.2 
0.6 

1.1 
0.0 0.6 0.0 0.6 0.0 0.0 

6.3 
2.3 

22.4 
28.7 

8.0 
2.3 

0.0 
0.6 0.6 0.0 0.6 0.0 0.0 

34.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間 10時間 11時間 12時間

以上

無回答

小学生

利用時間

n=174

小学生

希望時間

n=174

○定期的な子育て支援事業の１週当たりの利用日数と希望日数をみると，小学生では，

利用日数，希望日数いずれも「５日」（利用日数62.1％，希望日数44.8％）が最も

高くなっています。 

○定期的な子育て支援事業の１日当たりの利用時間と希望時間をみると，小学生では，

利用時間で「２時間」（45.4％），次いで「３時間」（35.1％）となっており，希望

時間で「３時間」（28.7％）が最も高く，次いで「２時間」（22.4％）となっていま

す。 

 [問14-2(1)(2)] 定期的な子育て支援事業の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問14-2(1)(2)] 定期的な子育て支援事業の利用時間と希望時間（１日当たり） 
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2.9 

0.0 

8.0 

62.6 

21.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.6 

0% 25% 50% 75% 100%

13時より前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=174

2.3 

0.0 

4.6 

47.1 

12.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.9 

0% 25% 50% 75% 100%

13時より前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=174

1.1 

0.0 

2.9 

17.8 

32.8 

10.9 

1.7 

0.0 

32.8 

0% 25% 50% 75% 100%

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=174

1.7 

0.6 

5.7 

34.5 

50.0 

3.4 

0.0 

0.6 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=174

○定期的な子育て支援事業の利用開始時間と希望開始時間をみると，小学生では，利用

開始時間，希望開始時間いずれも「15時台」（利用開始時間62.6％，希望開始時間

47.1％）が最も高く，次いで「16時台」（利用開始時間21.8％，希望開始時間12.1％）

となっています。 

○定期的な子育て支援事業の利用終了時間と希望終了時間をみると，小学生では，利用

終了時間，希望終了時間いずれも「18時台」（利用終了時間50.0％，希望終了時間

32.8％）が最も高く，次いで「17時台」（利用終了時間34.5％，希望終了時間17.8％）

となっています。 

  [問14-2(1)] 利用開始時間  [問14-2(2)] 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  [問14-2(1)] 利用終了時間  [問14-2(2)] 希望終了時間 
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19.0 

89.7 

2.3 

0.6 

1.1 

0.0 

2.3 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育てをしている者が現在就労している

子育てをしている者が就労予定である／求職中である

子育てをしている者が家族，親族などを介護している

子育てをしている者に病気や障がいがある

子育てをしている者が学生である

その他

無回答

小学生

n=174

55.1 

23.0 

0.2 

5.4 

5.9 

2.6 

5.1 

20.4 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人，知人がみている

利用したいが，満員で空きがない

利用したいが，経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが，延長，夜間等の時間帯の

条件が合わない

利用したいが，事業の質や場所など，

納得できる事業がない

その他

無回答

小学生

n=612

（２）定期的な子育て支援事業の利用理由と未利用の理由 

○平日に子育て支援事業を利用している理由をみると，「子育てをしている者が現在就

労している」（89.7％）が最も高く，次いで「子どもの教育や発達のため」（19.0％）

となっています。 

○利用していない理由をみると，「利用する必要がない」（55.1％）が最も高く，次い

で「子どもの祖父母や親戚の人がみている」（23.0％）となっています。 

問14-4[問14-3] 平日に子育て支援事業を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

[問14-4] 子育て支援事業を利用していない理由 
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0.0 

0.3 

14.0 

39.6 

33.6 

6.8 

0.5 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=399

65.6 7.7 25.9 0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,187

利用する

必要はない

ほぼ毎週

利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

2.3 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

3.5 

5.5 

3.5 

12.3 

19.5 

26.8 

17.0 

3.3 

1.0 

0.0 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=399

３ 休日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

（１）土曜日と日曜日，祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

○土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向をみると，就学前児童では，「ほぼ毎週

利用したい」（7.7％），「月に１～２回は利用したい」（25.9％）となっています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると，就学前児童では，開始時間で「８時台」

（39.6％），終了時間で「17時台」（26.8％）が最も高くなっています。 

問19(1) 土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 問19(1) 希望開始時間 問19(1) 希望終了時間 
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85.7 

1.4 

11.4 1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,187

利用する

必要はない

ほぼ毎週

利用したい

月に１～２回は

利用したい

無回答

0.0 

0.0 

15.1 

32.2 

34.9 

9.2 

0.7 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.6 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=152

2.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

3.9 

0.7 

2.6 

6.6 

14.5 

30.3 

24.3 

4.6 

2.6 

0.0 

6.6 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=152

○日曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向をみると，就学前児童では，「ほぼ毎週

利用したい」（1.4％），「月に１～２回は利用したい」（11.4％）となっています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると，就学前児童では，開始時間で「９時台」

（34.9％），終了時間で「17時台」（30.3％）が最も高くなっています。 

問19(2) 日曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 問19(2) 希望開始時間 問19(2) 希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

 

43 

70.9 8.3 19.8 1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,187

利用する

必要はない

ほぼ毎回利用したい たまに利用したい 無回答

0.0 

0.0 

15.3 

44.6 

27.2 

5.7 

0.9 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=334

1.5 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

1.8 

1.2 

2.7 

8.4 

20.7 

31.4 

22.8 

2.7 

0.9 

0.0 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=334

○祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向をみると，就学前児童では，「ほぼ毎回利

用したい」（8.3％），「たまに利用したい」（19.8％）となっています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると，就学前児童では，開始時間で「８時台」

（44.6％），終了時間で「17時台」（31.4％）が最も高くなっています。 

問19(3) 祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 問19(3) 希望開始時間 問19(3) 希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



鈴鹿市 

44 

69.9 

31.0 

2.6 

26.4 

11.3 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

就学前児童

n=345

○土曜日と日曜日において「月に１～２回は利用したい」と回答した方の理由をみると，

就学前児童では，｢月に数回仕事が入るため｣（69.9%）が最も高く，次いで｢平日に

済ませられない用事をまとめて済ませるため｣（31.0%），「息抜きのため」（26.4％）

となっています。 

問19-1 毎週ではなく「月に１～２回利用したい」理由 
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1.5 

0.0 

13.1 

44.5 

23.4 

1.5 

0.0 

0.7 

1.5 

0.7 

2.9 

4.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.8 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=137

8.0 9.2 78.8 4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=797

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する必要は

ない

無回答

2.2 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

2.9 

2.2 

7.3 

10.2 

26.3 

32.1 

8.0 

0.0 

1.5 

5.1 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=137

○土曜日の定期的な放課後児童クラブ等の子育て支援事業の利用意向をみると，小学生

では，「利用する必要はない」（78.8％）が最も高く，次いで「高学年になっても利

用したい」（9.2％）となっています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると，小学生では，開始時間で「８時台」（44.5％），

終了時間で「18時台」（32.1％）が最も高くなっています。 

[問16(1)] 土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 [問16(1)] 希望開始時間 [問16(1)] 希望終了時間 
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1.1 

0.0 

16.9 

49.4 

25.8 

1.1 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=89

4.9 6.3 84.1 4.8 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=797

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する必要は

ない

無回答

2.2 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

1.1 

4.5 

4.5 

31.5 

38.2 

7.9 

0.0 

3.4 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=89

○日曜日，祝日の定期的な放課後児童クラブ等の子育て支援事業の利用意向をみると，

小学生では，「利用する必要はない」（84.1％）が最も高く，次いで「高学年になっ

ても利用したい」（6.3％）となっています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると，小学生では，開始時間で「８時台」（49.4％），

終了時間で「18時台」（38.2％）が最も高くなっています。 

 [問16(2)] 日曜日，祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 [問16(2)] 希望開始時間 [問16(2)] 希望終了時間 
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0.0 

0.0 

3.8 

32.7 

52.8 

8.8 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=159

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.6 

3.1 

8.8 

37.7 

27.0 

15.1 

2.5 

1.9 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=159

34.6 13.2 45.2 7.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=272

利用する

必要はない

休みの期間中は，

ほぼ毎日利用したい

休みの期間中は，

週に数日利用したい

無回答

（２）長期休暇中の教育・保育事業の利用希望 

○長期休暇中の教育・保育事業の利用意向をみると，就学前児童では，「休みの期間中

は，ほぼ毎日利用したい」（13.2％），「休みの期間中は，週に数日利用したい」（45.2％）

となっています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると，就学前児童では，開始時間で「９時台」

（52.8％），終了時間で「15時台」（37.7％）が最も高くなっています。 

問20 長期休暇中の利用希望（幼稚園利用者） 

 

 

 

 

 

 問20 希望開始時間 問20 希望終了時間 
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46.3 

44.7 

2.4 

38.2 

20.3 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親等親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

就学前児童

n=123

○長期休暇中において「休みの期間中は，週に数日利用したい」と回答した方の理由を

みると，就学前児童では，｢週に数回仕事が入るため｣（46.3%）が最も高く，次い

で｢買い物等の用事をまとめて済ませるため｣（44.7％），「息抜きのため」（38.2％）

となっています。 

問20-1 「休みの期間中，週に数日利用したい」理由 
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27.4 56.7 

2.5 

8.3 

2.5 

2.5 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=157

低学年の間は

ほぼ毎日利用したい

高学年になっても

ほぼ毎日利用したい

低学年の間は，

週に数日利用したい

高学年になっても

週に数日利用したい

利用する必要はない 無回答

0.7 

0.0 

18.8 

65.1 

8.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.7 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=149

0.7 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

7.4 

26.8 

46.3 

10.1 

0.7 

0.0 

6.7 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

小学生

n=149

○長期休暇中の放課後児童クラブの利用意向をみると，小学生では，「高学年になって

もほぼ毎日利用したい」（56.7％）が最も高く，次いで「低学年の間はほぼ毎日利用

したい」（27.4％）となっています。 

○利用希望者の利用したい時間帯をみると，小学生では，開始時間で「８時台」（65.1％），

終了時間で「18時台」（46.3％）が最も高くなっています。 

 [問17] 長期休暇中の利用希望（放課後児童クラブ利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 [問17] 希望開始時間 [問17] 希望終了時間 
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35.3 

11.8 

0.0 

5.9 

47.1 

11.8 

0% 25% 50% 75% 100%

月に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

小学生

n=17

82.2 

10.9 

1.7 

0.0 

1.7 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

通年で利用したい

長期の休み期間中（夏休み，冬休み）は利用したい

特に夏休みに利用したい

特に冬休みに利用したい

その他

無回答

小学生

n=174

○長期休暇中において「低学年の間は，週に数日利用したい」「高学年になっても週に

数日利用したい」と回答した方の理由をみると，小学生では，｢月に数回仕事が入る

ため｣（35.3%），「その他」（47.1％）となっています。 

○放課後児童クラブ等の子育て支援事業を利用している方の利用希望期間をみると，小

学生では，「通年で利用したい」が８割以上を占めています。 

[問17-1] 毎日ではなく，たまに利用したい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問18] 子育て支援事業を利用する希望期間 
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18.4 

80.2 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

地域子育て支援拠点事業

利用していない

無回答就学前児童

n=1,187

39.4 

16.1 11.5 11.9 6.9 4.1 1.8 0.5 
7.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童

n=218

４ 地域の子育て支援事業の利用状況 

（１）地域子育て支援拠点事業の利用状況 

○「地域子育て支援拠点事業」の利用割合は18.4％となっています。 

○「地域子育て支援拠点事業」利用者の１か月当たりの利用回数をみると，｢１回｣

（39.4％）が最も高く，次いで「２回」（16.1％）となっています。 

問16 地域子育て支援拠点事業の利用状況 

 

 

 

 

 

問16.1 地域子育て支援拠点事業の利用回数（１か月当たり） 
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24.8 

23.9 

2.8 

6.4 

14.2 

34.4 

16.5 

20.6 

80.7 

19.3 

3.2 

0% 25% 50% 75% 100%

トゥインクル

サラダの国

ハピーの広場

プラスドゥ元気っ子

スマイルキッズ

愛あい

おひさま

乳幼児ママのホッとスペース

nico*mama cafe

りんりん

ハーモニー

無回答

就学前児童

n=218

○利用したことがある施設をみると，「りんりん」（80.7％）が最も高くなっています。 

問16-1 利用したことがある施設 
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14.2 

7.5 

61.5 

16.8 

0% 25% 50% 75% 100%

利用していないが今後利用したい

すでに利用しているが利用日数を増やしたい

新たに利用したり，利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

就学前児童

n=1,187

27.4 
19.6 

7.1 

19.6 

10.1 4.2 0.6 0.0 
11.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童

n=168

19.1 15.7 14.6 
31.5 

11.2 5.6 1.1 0.0 1.1 
0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童

n=89

（２）今後の利用意向 

○地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向をみると，「新たに利用したり，利用日数

を増やしたいとは思わない」が６割以上を占めています。 

○未利用者の今後の１か月利用希望回数をみると，「１回」（27.4％）が最も高く，次

いで「２回」「４回」（各19.6％）となっています。 

○既利用者が今後増やしたい１か月当たりの利用回数をみると，「４回」（31.5％）が

最も高く，次いで「１回」（19.1％），「２回」（15.7％）となっています。 

問17 地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

問17.1 未利用者の今後の利用希望回数（１か月当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問17.2 既利用者の今後増やしたい利用回数（１か月当たり） 
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77.7 

48.4 

71.9 

49.9 

80.8 

60.3 

63.4 

45.9 

0% 25% 50% 75% 100%

子育て支援センターの

教室・講座・相談

つどいの広場の講座・相談

保健センターの教室・相談

公民館の講座

保育所（園）や幼稚園等の

園庭開放

子育ての相談窓口

市発行の子育て支援情報誌

市のウェブサイト
就学前児童

n=1,187

37.9 

24.7 

36.9 

31.3 

41.7 

31.5 

40.0 

38.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,187

50.3 

21.1 

36.1 

23.6 

56.5 

10.4 

34.5 

31.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,187

（３）子育て支援事業の認知度，利用状況と今後の利用意向について 

○子育て支援事業の認知度をみると，「保育所（園）や幼稚園等の園庭開放」（80.8％）

が最も高く，次いで「子育て支援センターの教室・講座・相談」（77.7％）となって

います。 

○子育て支援事業の利用状況をみると，「保育所（園）や幼稚園等の園庭開放」（56.5％）

が最も高く，次いで「子育て支援センターの教室・講座・相談」（50.3％）となって

います。 

○子育て支援事業の利用意向をみると，「保育所（園）や幼稚園等の園庭開放」（41.7％）

が最も高く，次いで「市発行の子育て支援情報誌」（40.0％）となっています。 

問18 子育て支援事業の認知度，利用状況，今後の利用意向 

Ａ.子育て支援事業の認知度 Ｂ.利用したことがある Ｃ.今後利用したい 
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あった

82.1%

なかった

15.1%

無回答

2.8%

就学前児童

n=848

22.0 

75.1 

34.5 

18.7 

4.0 

0.0 

0.1 

1.1 

2.9 

0.7 

33.3 

84.9 

40.9 

2.2 

0.0 

11.8 

2.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族，知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=696

小学生

n= 93

あった

53.4%

なかった

42.0%

無回答

4.6%

小学生

n=174

５ 病児・病後児保育事業の潜在ニーズ 

（１）病気やケガで通常の事業が利用できない時の対処について 

○病気やケガで通常の事業が利用できなかったことが，「あった」と回答した方をみる

と，就学前児童では82.1％，小学生では53.4％となっています。 

○その際の対処方法をみると，就学前児童，小学生いずれも「母親が休んだ」（就学前

児童75.1％，小学生84.9％）が最も高く，次いで「親族，知人に子どもをみてもら

った」（就学前児童34.5％，小学生40.9％）となっています。 

問21[問19] 病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21-1[問19-1] この１年間の対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「病児・病後児の保育を利用した」「ベビーシッターを利用した」は就学前児童のみの選択肢です。 

  



鈴鹿市 
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14.6 
18.8 17.9 

4.6 
14.6 0.8 4.2 2.5 0.0 8.3 3.3 1.7 1.7 7.1 

15.8 

31.6 

13.2 5.3 

21.1 

0.0 2.6 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 
5.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=240

小学生

n=38

9.0 13.8 10.9 
5.4 

15.1 

3.3 
6.1 1.5 0.2 

16.1 

7.1 4.2 1.5 
5.9 

16.5 25.3 20.3 

7.6 13.9 
0.0 2.5 0.0 0.0 

6.3 
0.0 1.3 0.0 

6.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=523

小学生

n=79

25.5 22.9 
21.6 

2.6 

11.8 

0.0 
2.6 1.3 

0.0 
4.6 0.0 1.3 

0.0 
5.9 

29.0 32.3 

19.4 
3.2 9.7 0.0 

0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 

0.0 6.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=153

小学生

n=31

○対処方法別にこの１年間の対処日数をみると，「父親が休んだ日数」は，就学前児童

では「１日」（25.5％），小学生では「２日」（32.3％）が最も高くなっています。 

問21-1.1[問19-1.1] 父親が休んだ日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「母親が休んだ日数」は，就学前児童では「10日」（16.1％），小学生では「２日」

（25.3％）が最も高くなっています。 

問21-1.2[問19-1.2] 母親が休んだ日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「親族，知人に子どもをみてもらった日数」は，就学前児童，小学生いずれも「２日」

（就学前児童18.8％，小学生31.6％）が最も高くなっています。 

問21-1.3[問19-1.3] （同居者を含む）親族，知人に子どもをみてもらった日数 

 

 

 

 

 

 

 

  



第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

 

57 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

10.7 10.7 

28.6 

0.0 

17.9 

3.6 7.1 3.6 
0.0 

3.6 3.6 
0.0 

3.6 7.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=28

16.9 

11.5 10.8 5.4 13.1 
2.3 

5.4 2.3 0.8 13.1 2.3 
0.0 

6.9 9.2 

50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 

0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=130

小学生

n=2

○「父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた日数」は，就学前児童では，

「１日」（16.9％）が最も高く，小学生では，「１日」「７日」が各１人となっていま

す。 

問21-1.4[問19-1.4] 父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「病児・病後児の保育を利用した日数」は，就学前児童では，「３日」（28.6％）が

最も高く，次いで「５日」（17.9％）となっています。 

問21-1.5 病児・病後児の保育を利用した日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ベビーシッターを利用した日数」は，回答者がいません。 

問21-1.6 ベビーシッターを利用した日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童，小学生ともに 
対象者はいません 



鈴鹿市 

58 

0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 

0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=1

小学生

n=0

37.5 

12.5 

12.5 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

12.5 

0.0 0.0 

25.0 

45.5 

9.1 
18.2 

0.0 
18.2 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 

0.0 0.0 9.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=8

小学生

n=11

15.0 
5.0 10.0 

15.0 15.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

40.0 

0.0 0.0 

50.0 

0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

50.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=20

小学生

n=2

○「ファミリー・サポート・センターの送迎等を利用した日数」は，就学前児童では，

１人が「２日」と回答しています。 

問21-1.7[問19-1.5] ファミリー・サポート・センターの送迎等を利用した日数 

 

 

 

 

 

 

 

○「仕方なく子どもだけで留守番をさせた日数」は，就学前児童，小学生いずれも，「１

日」（就学前児童37.5％，小学生45.5％）が最も高くなっています。 

問21-1.8[問19-1.6] 仕方なく子どもだけで留守番をさせた日数 

 

 

 

 

 

 

 

○「その他」は，就学前児童では，「１日」「４日」「５日」（各15.0％）が最も高く，

小学生では，１人が「３日」と回答しています。 

問21-1.9[問19-1.7] その他 
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59 

69.0 

85.1 

10.3 

1.1 

0.6 

***

95.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園，保育所（園）等に併設した施設で

子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民が子育て家庭の身近な場所で保育する事業

その他

無回答

就学前児童

n=174

小学生

n=20

32.3 

25.0 

67.7 

73.8 

0.0 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=538

小学生

n= 80

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

8.6 13.8 

15.5 

4.6 

14.9 

1.7 
3.4 

0.0 0.0 

13.8 

2.9 
1.1 

0.0 

19.5 

0.0 

20.0 

15.0 10.0 

20.0 

0.0 

10.0 0.0 0.0 
5.0 0.0 0.0 

5.0 15.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=174

小学生

n=20

○父親，母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用意向をみると，「でき

れば病児・病後児保育施設等を利用したい」と回答した方は，就学前児童では32.3％，

小学生では25.0％となっています。 

○その際の年間利用希望日数をみると，就学前児童では「３日」（15.5％），小学生で

は「２日」「５日」（各20.0％）が最も高くなっています。 

○子どもを預ける場合の望ましい事業形態をみると，就学前児童，小学生いずれも，「小

児科に併設した施設で子どもを保育する事業」（就学前児童85.1％，小学生95.0％）

が最も高くなっています。就学前児童では「幼稚園，保育所（園）等に併設した施設

で子どもを保育する事業」（69.0％）と回答した割合も高くなっています。 

問21-2[問19-2] 父親，母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

問21-2[問19-2] 病児・病後児保育施設の利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

問21-3[問19-3] 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「***」表記は小学生では設問がないことを 
示しています。 

  



鈴鹿市 

60 

54.7 

5.5 

15.7 

22.0 

19.0 

63.2 

19.2 

0.3 

55.9 

6.8 

25.4 

13.6 

10.2 

59.3 

20.3 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

病気の子を他人に看病してもらうは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地，利用可能時間，

日数など）がよくない

利用料が必要である，高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

就学前児童

n=364

小学生

n= 59

○病児・病後児保育施設等の利用意向がない方の理由をみると，就学前児童，小学生い

ずれも「親が仕事を休んで対応する」（就学前児童63.2％，小学生59.3％）が最も

高く，次いで「病気の子を他人に看病してもらうのは不安」（就学前児童54.7％，小

学生55.9％）となっています。 

問21-4[問19-4] 病児・病後児保育施設を利用したいと思わない理由 
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59.4 

63.8 

20.6 

27.7 

20.1 

8.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=389

小学生

n= 47

できれば仕事を休んで看病したい 休んで看病することは非常に難しい 無回答

16.5 11.7 17.7 

4.3 10.0 0.4 3.0 1.7 0.9 8.7 1.7 0.4 
0.0 

22.9 

10.0 

36.7 

16.7 
10.0 13.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 13.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=231

小学生

n=30

47.5 

7.5 

17.5 

48.8 

0.0 

38.5 

0.0 

7.7 

53.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの看病を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

就学前児童

n=80

小学生

n=13

○父母が休む以外の対処方法を選んだ方のうち，「できれば仕事を休んで看病したい」

と回答した方をみると，就学前児童では59.4％，小学生では63.8％となっています。 

○「できれば仕事を休んで看病したい」と回答した方の年間希望日数は，就学前児童で

は「３日」（17.7％），小学生では「２日」（36.7％）が最も高くなっています。 

○「休んで看病することは非常に難しい」と回答した方の理由をみると，就学前児童，

小学生いずれも｢子どもの看病を理由に休みが取れない｣（就学前児童47.5％，小学

生38.5％）が最も高いものの，一方で「その他」が４割を超え，選択項目以外にも

さまざまな理由があることがうかがえます。 

 

問21-5[問19-5] 父母が休む以外の対処方法を選んだ方の「父母が仕事を休んで看たい」意向 

 

 

 

 

 

 

 

問21-5[問19-5] 「できれば仕事を休んで看たい」希望日数（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21-6[問19-6] 「休んで看病することは非常に難しい」理由 
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2.7 

4.8 

0.8 

0.0 

0.0 

0.5 

89.9 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

一時預かり

幼稚園の

預かり保育

ファミリー・サポート

・センター

夜間等養護事業：

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

就学前児童

n=1,187

78.1 

3.0 

4.4 

7.2 

11.9 

8.7 

9.8 

14.3 

5.2 

0.7 

78.5 

7.6 

5.1 

7.2 

8.2 

8.5 

8.1 

12.1 

4.5 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地，

利用可能時間，日数など）がよくない

利用料が必要である，高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法（手続等）がわからない

その他

無回答

就学前児童

n=1,067

小学生

n=  752

0.5 

0.0 

0.4 

94.4 

4.9 

0% 25% 50% 75% 100%

ファミリー・サポート

・センター

夜間養護等事業

その他

利用していない

無回答

小学生

n=797

６ 不定期の一時保育の利用について 

（１）不定期に利用している教育・保育事業の状況 

○不定期に利用している教育・保育事業の状況をみると，「利用していない」が９割前

後となっており，利用している事業は就学前児童で「幼稚園の預かり保育」（4.8％），

小学生で「ファミリー・サポート・センター」（0.5％）等となっています。 

○「利用していない」理由をみると，就学前児童，小学生いずれも「特に利用する必要

がない」が８割近くを占めています。 

問22[問20] 不定期に利用している一時預かり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22-1[問20-1] 現在利用していない理由 
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18.8 
9.4 9.4 

0.0 3.1 0.0 3.1 0.0 0.0 
9.4 

3.1 6.3 

31.3 

6.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=32

7.0 8.8 14.0 
1.8 

7.0 
0.0 0.0 1.8 0.0 

12.3 8.8 12.3 

21.1 

5.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=57

0.0 

30.0 

10.0 10.0 10.0 
0.0 

10.0 
0.0 0.0 

10.0 
0.0 0.0 

20.0 

0.0 
0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 
0.0 

0.0 
0.0 0.0 

0.0 
0.0 0.0 

25.0 
25.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=10

小学生

n=4

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

○事業別の年間利用日数は以下のとおりです。 

問22.1 「保育所（園）の一時預かり」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.2 「幼稚園，認定こども園の一時預かり」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.3[問20.3] 「ファミリー・サポート・センター」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.4[問20.4] 「夜間養護等事業」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童，小学生ともに 
対象者はいません 
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0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

16.7 

0.0 

16.7 

0.0 0.0 0.0 

66.7 

0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 0.0 0.0 

33.3 

66.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=6

小学生

n=3

問22.5 「ベビーシッター」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22.6[問20.6] 「その他」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童の 
対象者はいません 
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利用したい

31.4%

利用する

必要はない

61.6%

無回答

7.0%

就学前児童

n=1,187

64.1 

50.7 

27.6 

7.2 

5.9 

41.4 

53.2 

31.5 

17.1 

3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

私用，息抜き目的

冠婚葬祭，学校行事，子どもや

親の通院など

不定期の就労

その他

無回答

就学前児童

n=373

小学生

n=111

利用したい

13.9%

利用する

必要はない

74.5%

無回答

11.5%

小学生

n=797

○一時保育事業の利用希望をみると，「利用したい」と回答した方は，就学前児童では

31.4％，小学生では13.9％となっています。 

○一時保育事業の利用目的をみると，就学前児童では，「私用，息抜き目的」（64.1％）

が最も高く，次いで「冠婚葬祭，学校行事，子どもや親の通院など」（50.7％）とな

っています。小学生では，「冠婚葬祭，学校行事，子どもや親の通院など」（53.2％）

が最も高く，次いで「私用，息抜き目的」（41.4％）となっています。 

問23[問21] 一時保育事業の利用希望とその目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 [問21] 一時保育事業の利用目的 
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0.5 2.9 
5.9 

2.1 
9.9 

3.2 
2.9 1.1 0.3 

11.5 
13.7 

8.6 

21.2 
16.1 

0.9 5.4 
3.6 

2.7 8.1 3.6 
2.7 0.0 0.0 

14.4 

8.1 
10.8 

21.6 
18.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=373

小学生

n=111

2.9 
7.9 

9.6 

4.6 
13.8 5.0 

1.7 1.3 0.4 11.3 
17.6 

3.3 

15.5 

5.0 6.5 6.5 4.3 6.5 

15.2 10.9 

4.3 
0.0 0.0 

19.6 

8.7 4.3 
4.3 8.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=239

小学生

n=46

5.3 12.2 

21.2 

3.2 

19.6 

5.3 2.1 0.5 0.0 
9.0 7.9 2.6 3.7 

7.4 5.1 3.4 

20.3 

3.4 
18.6 

5.1 
5.1 1.7 0.0 

18.6 

5.1 
1.7 3.4 

8.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=189

小学生

n=59

○利用希望年間合計日数をみると，就学前児童，小学生いずれも「21日以上」（就学前

児童21.2％，小学生21.6％）が最も高くなっています。 

問23[問21] 一時保育事業の利用希望年間合計日数 

 

 

 

 

 

 

 

○目的ごとの年間利用希望日数をみると，「私用，息抜き目的」は，就学前児童では「11

～15日」（17.6％），小学生では「10日」（19.6％）が最も高くなっています。 

問23.1[問21.1] 私用，息抜き目的 

 

 

 

 

 

 

 

○「冠婚葬祭，学校行事，子どもや親の通院など」は，就学前児童，小学生いずれも「３

日」（就学前児童21.2％，小学生20.3％）が最も高くなっています。 

問23.2[問21.2] 冠婚葬祭，学校行事，子どもや親の通院など 
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86.3 

24.1 

26.0 

2.1 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

大規模施設で子どもを

保育する事業

小規模施設で子どもを

保育する事業

地域住民等が子育て家庭の

近くの場所で保育する事業

その他

無回答

就学前児童

n=373

1.9 4.9 
9.7 

1.9 
12.6 

1.0 1.0 1.0 0.0 

14.6 

6.8 9.7 

20.4 

14.6 2.9 5.7 
5.7 

2.9 
5.7 2.9 0.0 0.0 0.0 

20.0 11.4 

2.9 

20.0 20.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=103

小学生

n=35

11.1 7.4 3.7 
0.0 3.7 0.0 

3.7 3.7 
0.0 3.7 

11.1 

7.4 

22.2 
22.2 

0.0 5.3 0.0 
0.0 5.3 5.3 

0.0 0.0 
0.0 5.3 10.5 

21.1 21.1 
26.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=27

小学生

n=19

73.9 

16.2 

14.4 

10.8 

0% 25% 50% 75% 100%

地域住民が子育て家庭の

近くの場所で保育する事業

夜間等養護事業：

トワイライトステイ

その他

無回答

小学生

n=111

○「不定期の就労」は，就学前児童では「21日以上」（20.4％），小学生では「10日」

「21日以上」（各20.0％）が最も高くなっています。 

問23.3[問21.3] 不定期の就労 

 

 

 

 

 

 

 

○「その他」は，就学前児童では「21日以上」（22.2％），小学生では「16～20日」

「21日以上」（各21.1％）が最も高くなっています。 

問23.4[問21.4] その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一時保育として子どもを預ける場合の望ましい事業形態をみると，就学前児童では

「大規模施設で子どもを保育する事業」（86.3％），小学生では「地域住民が子育て

家庭の近くの場所で保育する事業」（73.9％）が最も高くなっています。 

問23-1[問21-1] 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 
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あった

18.3%

なかった

78.0%

無回答

3.7%

就学前児童

n=1,187

85.3 

0.5 

0.0 

13.8 

1.4 

2.8 

0.5 

79.7 

0.0 

1.6 

16.3 

13.0 

0.8 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

（同居者を含む）親族，知人に

みてもらった

短期入所生活援助事業

（ショートステイ）を利用した

「イ」以外の保育事業（認可外保育施設，

ベビーシッター等）を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=217

小学生

n=123

あった

15.4%

なかった

79.0%

無回答

5.5%

小学生

n=797

（２）宿泊を伴う一時保育の利用状況 

○この１年間に保護者の用事等で子どもを泊りがけでみてもらったことが，「あった」

と回答した方は就学前児童では18.3％，小学生では15.4％となっています。 

○１年間の対処方法をみると，就学前児童，小学生いずれも「親族，知人にみてもらっ

た」（就学前児童85.3％，小学生79.7％）が最も高くなっています。 

問24[問22] この１年間に保護者の用事等で子どもを泊りがけで家族以外に預けたことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24.1[問22.1] この１年間の対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※短期入所生活援助事業：児童養護施設等で一定期間，子どもを保護する事業 
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非常に困難

10.3%

どちらかと

いうと困難

36.8%

特に困難で

はない

52.4%

無回答

0.5%

就学前児童

n=185

28.6 
18.9 12.4 

7.6 8.1 1.6 
1.6 1.6 0.0 

5.4 3.8 
0.0 

4.3 5.9 

44.9 

11.2 

14.3 

3.1 7.1 
1.0 

2.0 0.0 0.0 
5.1 2.0 

1.0 
1.0 

7.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７泊 ８泊 ９泊 10泊 11～

15泊

16～

20泊

21泊

以上

無回答

就学前児童

n=185

小学生

n=98

非常に困難

5.1%

どちらかと

いうと困難

41.8%

特に困難で

はない

51.0%

無回答

2.0%

小学生

n=98

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７泊 ８泊 ９泊 10泊 11～

15泊

16～

20泊

21泊

以上

無回答

就学前児童

n=1

小学生

n=0

○（同居者を含む）親族，知人にみてもらう場合の困難度をみると，「非常に困難」「ど

ちらかというと困難」と回答した方は，就学前児童では47.1％，小学生では46.9％

となっています。 

○対処方法別の年間宿泊数をみると，以下のとおりとなり，「（同居者を含む）親族，知

人にみてもらった」は就学前児童，小学生いずれも「１泊」（就学前児童28.6％，小

学生44.9％）が最も高くなっています。 

問24-1[問22-1] 親族，知人に預ける場合の困難度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24.1[問22.1] （同居者を含む）親族，知人にみてもらった 

 

 

 

 

 

 

 

問24.2[問22.2] 短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 
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0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７泊 ８泊 ９泊 10泊 11～

15泊

16～

20泊

21泊

以上

無回答

就学前児童

n=0

小学生

n=2

33.3 
20.0 

6.7 
3.3 6.7 

0.0 6.7 
0.0 0.0 

6.7 
0.0 0.0 0.0 

16.7 

35.0 

15.0 10.0 

0.0 5.0 
0.0 10.0 0.0 0.0 

0.0 

5.0 0.0 0.0 

20.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７泊 ８泊 ９泊 10泊 11～

15泊

16～

20泊

21泊

以上

無回答

就学前児童

n=30

小学生

n=20

0.0 

33.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

66.7 

31.3 
18.8 

6.3 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

37.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７泊 ８泊 ９泊 10泊 11～

15泊

16～

20泊

21泊

以上

無回答

就学前児童

n=3

小学生

n=16

16.7 16.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

66.7 

100.0 

0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７泊 ８泊 ９泊 10泊 11～

15泊

16～

20泊

21泊

以上

無回答

就学前児童

n=6

小学生

n=1

問24.3[問22.3] 「イ」以外の保育事業（認可外保育施設，ベビーシッター等）を利用した 

 

 

 

 

 

 

 

問24.4[問22.4] 仕方なく子どもを同行させた 

 

 

 

 

 

 

 

問24.5[問22.5] 子どもだけで留守番をさせた 

 

 

 

 

 

 

 

問24.6[問22.6] その他 
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53.3 

17.9 

29.7 

0.0 

9.6 

47.6 

0.4 

7.0 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人，知人宅

地域の活動や習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館，公園など）

無回答

就学前児童

n=229

71.2 

24.5 

46.7 

0.9 

11.4 

24.5 

0.4 

10.0 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=229

７ 放課後の過ごし方について 

（１）平日の放課後の過ごし方について 

○放課後の過ごし方の希望をみると，低学年のうちは「自宅」（53.3%）が最も高く，

次いで「放課後児童クラブ（学童保育）」（47.6％）となっています。高学年になる

と，「自宅」（71.2％）が最も高く，次いで「地域の活動や習い事」（46.7％）とな

っています。 

問25・問26 放課後の過ごし方の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「小学校低学年」は１～３年生，「小学校高学年」は４～6年生です。 

  

小学校低学のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 
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8.2 13.9 13.9 6.6 

42.6 

0.8 3.3 
10.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=122

8.0 
11.7 

18.4 

6.1 

38.7 

1.2 1.8 

14.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=163

31.7 
22.0 

14.6 
2.4 

14.6 
2.4 2.4 9.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=41

33.9 
23.2 

7.1 5.4 

14.3 

1.8 1.8 
12.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=56

26.5 

48.5 

16.2 

0.0 1.5 0.0 0.0 
7.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=68

24.3 
40.2 

23.4 

3.7 1.9 0.0 0.0 6.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=107

○保護者が放課後を過ごさせたい場所別に１週当たりの希望日数をみると，「自宅」は，

低学年時期，高学年時期いずれも「５日」（低学年時期42.6%，高学年時期38.7％）

が最も高くなっています。 

問25.1・問26.1 「自宅」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「祖父母宅や友人，知人宅」は，低学年時期，高学年時期いずれも「１日」（低学年

時期31.7%，高学年時期33.9％）が最も高くなっています。 

問25.2・問26.2 「祖父母宅や友人，知人宅」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「地域の活動や習い事」は，低学年時期，高学年時期いずれも「２日」（低学年時期

48.5%，高学年時期40.2％）が最も高くなっています。 

問25.3・問26.3 「地域の活動や習い事」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 

小学校低学年のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 

小学校低学年のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 
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0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

50.0 50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=2

31.8 

13.6 18.2 

0.0 

27.3 

0.0 
4.5 4.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=22

38.5 

7.7 7.7 3.8 

26.9 

0.0 3.8 11.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=26

0.9 3.7 
8.3 7.3 

70.6 

5.5 
0.9 2.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=109

3.6 7.1 12.5 5.4 

66.1 

1.8 0.0 3.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=56

○「児童館」は，高学年時期では「１日」「２日」が各１人となっています。 

問25.4・問26.4 「児童館」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「放課後子ども教室」は，低学年時期，高学年時期いずれも「１日」（低学年時期31.8%，

高学年時期38.5％）が最も高くなっています。 

問25.5・問26.5 「放課後子ども教室」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「放課後児童クラブ（学童保育）」は，低学年時期，高学年時期いずれも「５日」（低

学年時期70.6%，高学年時期66.1％）が最も高くなっています。 

問25.6・問26.6 「放課後児童クラブ（学童保育）」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者はいません 

小学校低学年のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 

小学校低学年のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 

小学校低学年のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 
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100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=1

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=1

18.8 

37.5 

18.8 

0.0 
12.5 

0.0 0.0 
12.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=16

26.1 
34.8 

8.7 8.7 8.7 
0.0 0.0 

13.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=23

○「ファミリー・サポート・センター」は，低学年時期，高学年時期いずれも１人が「１

日」と回答しています。 

問25.7・問26.7 「ファミリー・サポート・センター」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「その他（公民館，公園など）」は，低学年時期，高学年時期いずれも「２日」（低学

年時期37.5%，高学年時期34.8％）が最も高くなっています。 

問25.8・問26.8 「その他（公民館，公園など）」希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 

小学校低学のうちの過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 
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3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

6.4 

29.4 

27.5 

3.7 

0.9 

0.0 

28.4 

0% 25% 50% 75% 100%

13時より前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=109

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

8.9 

26.8 

26.8 

7.1 

1.8 

0.0 

25.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=56

○放課後児童クラブの下校時からの利用希望時間帯をみると，低学年時期では，「17時

台」（29.4％）が最も高く，次いで「18時台」（27.5％）となっています。高学年時

期では「17時台」「18時台」（各26.8％）が最も高く，次いで「16時台」（8.9％）

となっています。 

問25.6・問26.6 「放課後児童クラブ」下校時からの利用希望時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 
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0.0 

0.0 

15.2 

41.3 

28.3 

2.2 

0.0 

2.2 

0.0 

6.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=46

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0 

0.0 

4.3 

19.6 

37.0 

26.1 

6.5 

2.2 

0.0 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=46

32.7 9.1 58.2 0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=110

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

（２）土曜日，日曜日，祝日，長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望 

○放課後児童クラブの土曜日の利用希望をみると，「低学年の間は利用したい」「高学年

になっても利用したい」と回答した方は41.8％となっています。 

○希望開始時間をみると，「８時台」（41.3％）が最も高く，次いで「９時台」（28.3％）

となっています。 

○希望終了時間をみると，「17時台」（37.0％）が最も高く，次いで「18時台」（26.1％）

となっています。 

問27(1) 放課後児童クラブの土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 問27(1) 希望開始時間 問27(1) 希望終了時間 
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0.0 

0.0 

20.0 

60.0 

16.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=25

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

4.0 

4.0 

40.0 

36.0 

8.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=25

18.2 4.5 74.5 2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=110

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○放課後児童クラブの日曜日，祝日の利用希望をみると，「低学年の間は利用したい」「高

学年になっても利用したい」と回答した方は合わせて22.7％となっています。 

○希望開始時間をみると，「８時台」（60.0％）が最も高く，次いで「７時台」（20.0％）

となっています。 

○希望終了時間をみると，「17時台」（40.0％）が最も高く，次いで「18時台」（36.0％）

となっています。 

問27(2) 放課後児童クラブの日曜日，祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 問27(2) 希望開始時間 問27(2) 希望終了時間 
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0.0 

0.0 

15.7 

51.5 

26.1 

1.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.7 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

6時より前

6時台

7時台

8時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=134

0.7 

0.7 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

3.0 

6.7 

17.9 

36.6 

24.6 

4.5 

0.7 

0.0 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

6時より前

6時台

7時台

8時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=134

35.4 23.1 25.3 16.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=229

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○放課後児童クラブの長期休暇期間中の利用希望をみると，「低学年の間は利用したい」，

「高学年になっても利用したい」と回答した方は合わせて58.5％となっています。 

○希望開始時間をみると，「８時台」（51.5％）が最も高く，次いで「９時台」（26.1％）

となっています。 

○希望終了時間をみると，「17時台」（36.6％）が最も高く，次いで「18時台」（24.6％）

となっています。 

問28 長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望 

 

 

 

 

 

 

 問28 希望開始時間 問28 希望終了時間 
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８ 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望における 

分析，課題 

結果１ 定期的な教育・保育事業を利用していない家庭は27.9％ 

平日の定期的な教育・保育等を「利用している」家庭は71.4％，「利用していない」

家庭は27.9％となっています。 

利用していない理由としては，「子どもがまだ小さいため（□□歳くらいになったら

利用しようと考えている）（49.2％），「利用する必要がない」（45.6％）が大半を占め

ています。一方で，「利用したいが，保育・教育の事業に空きがない」（10.3％），「利

用したいが，経済的な理由で事業を利用できない」（3.6％），「利用したいが，事業の質

や場所など，納得できる事業がない」（2.1％），「利用したいが，延長保育等の時間帯の

条件が合わない」（1.2％）など利用希望があるにもかかわらず，利用場所や経済的な理

由等によって利用に至っていない保護者がいる状況です。 

また，母子家庭が平日の定期的な教育・保育等を「利用している」割合は89.7％と

高く，利用事業は「保育所（園）」が80.8％を占めています。【問14・14-１・14-５】 

▼ 

以上の結果から，利用希望はあるが利用できない状況にある保護者がいることを考慮

し，事業の利用者だけでなく，未利用者を含めた保護者のニーズに合った教育・保育事

業になるよう，更なる充実に向けた条件等の改善や環境整備，待機児童対策などを検討

していく必要があります。また，2019年10月より幼児教育・保育の無償化が予定さ

れており，現在の未利用理由を踏まえた上で，利用増加を見込んだ教育・保育事業量の

確保をする必要があります。 
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結果２ 平日の定期的な教育・保育事業は，利用希望が利用実態を上回っている 

実際に利用中の定期的な幼児教育・保育事業は，「保育所（園）」が58.1％，「私立幼

稚園」が22.4％，「市立幼稚園」が9.8％，「認定こども園」が7.2％，「幼稚園，認定こ

ども園の一時預かり」が1.7％となっています。 

一方，保護者が希望する事業は「保育所（園）」が58.0％，「私立幼稚園」は34.7％，

「市立幼稚園」が28.4％，「認定こども園」が20.3％，「幼稚園，認定こども園の一時

預かり」が18.8％となっています。 

平日の定期的な教育・保育事業に関して，実際の利用と希望の乖離が大きい事業は，

「市立幼稚園」が18.6
ポイ

ント，「幼稚園，認定こども園の一時預かり」が17.1
ポイ

ント，「認定こ

ども園」が13.1
ポイ

ント，「私立幼稚園」が12.3
ポイ

ントとなり，いずれも希望の割合が高くなっ

ています。【問14-１・15】 

▼ 

以上の結果から，一律的な支援だけでなく，多様な利用者ニーズに応じた事業運営を

検討するとともに，「幼稚園，認定こども園の預かり保育」をはじめ平日の定期的な教

育・保育事業において各事業量の精査をする必要があります。 

結果３ 子育て支援事業の認知度に対して，利用者や利用希望割合はやや少ない 

就学前児童の保護者における子育て支援事業の認知度をみると，「保育所（園）や幼

稚園等の園庭開放」が80.8％，「子育て支援センターの教室・講座・相談」が77.7％

と高く，それ以外の事業でも４割以上となっています。 

子育て支援事業の利用状況をみると，「子育ての相談窓口」が10.4％と最も低く，次

いで「つどいの広場の講座・相談」（21.2％），「公民館の講座」（23.6％）となってい

ます。また，「保健センターの教室・相談」では認知度が71.9％と高いものの，利用割

合は36.1％にとどまっています。 

今後利用したい事業をみると，「つどいの広場の講座・相談」以外の全ての事業で３

～４割台の利用希望となっています。また，「子育て相談窓口」では実際の利用（10.4％）

を今後の利用希望（31.5％）が21.1
ポイ

ントと大きく上回っています。【問18】 

▼ 

以上の結果から，全体的な事業の認知は進んでいるため，今後は利用率の低い事業に

ついて利用率向上の対策，検討する必要があります。利用率向上にはサービスの内容を

より明確に認知してもらえるよう広報活動の見直しや，利便性等，利用者の視点に立っ

た事業のあり方についても検討する必要があります。また，既利用者の保護者間のネッ

トワークを利用するなど，効果的な働きかけも行っていく必要があります。 
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結果４ 就学前児童保護者の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望は， 

低学年時の47.6％から高学年時24.5％と半減 

小学校就学後の放課後の過ごし方について，就学前児童（５歳以上）の保護者の「放

課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望をみると，小学校低学年のうちは47.6％とな

っていますが，高学年になると24.5％と半減しています。 

一方，「自宅」の希望割合は，低学年時期の53.3%から高学年時期は71.2％と17.9
ポイ

ント

高く，「地域の活動や習い事」では，低学年時期の29.7%から高学年時期は46.7％と

17.0
ポイ

ント高くなり，利用希望に変化がみられます。 

また，母子家庭の放課後の過ごし方の希望をみると，低学年のうちは「放課後児童ク

ラブ（学童保育）」（73.3％）の利用希望が最も高く，高学年時期は「自宅」が86.7％

と最も高くなっています。 

「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望時間は，低学年時期，高学年時期とも

に下校時から「17時台」（29.4％，26.8％），「18時台」（27.5％，26.8％）までと

回答した割合が高くなっています。 

土曜日，日曜日，祝日，長期休暇期間中の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用

希望をみると，土曜日は41.8％，日曜日，祝日では22.７％，長期休暇期間中では58.5％

となり，特に長期休暇期間中の利用希望が高い状況です。【問25・26・27（１）（２）・

問28】 

▼ 

以上の結果から，子どもの放課後の安全な過ごし方として一定の役割を担い，利用希

望も高い放課後児童クラブについては，今後も子どもの成長に繋がる事業として，保護

者のニーズを反映しながら，長期休暇期間中の運営のあり方を含め，よりよい事業内容

への改善や環境，運営の整備を図り，さらに充実していくことが求められます。 
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56.8 

50.6 

28.7 

33.4 

13.7 

14.3 

0.8 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=1,277

H30調査

n=1,187

働いていなかった 取得した

（取得中である）

取得して

いない

無回答

1.3 

0.3 

2.2 

3.3 

89.5 

89.7 

7.0 

6.7 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=1,277

H30調査

n=1,187

働いていなかった 取得した

（取得中である）

取得して

いない

無回答

40.1 28.6 

2.8 

25.0 3.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,187

育児休業給付，

保険料免除の

いずれも知っていた

育児休業給付のみ

知っていた

保険料免除のみ

知っていた

育児休業給付，

保険料免除の

いずれも知らなかった

無回答

第４章 育児休業制度の利用状況 

１ 育児と仕事の両立支援制度について 

（１）支援制度の認知状況 

○育児休業給付と社会保険料免除の仕組みの認知状況をみると，就学前児童では，「育

児休業給付，保険料免除のいずれも知っていた」（40.1％），「育児休業給付のみ知っ

ていた」（28.6％），「育児休業給付，保険料免除のいずれも知らなかった」（25.0％）

となっています。 

問29 育児休業給付，社会保険料免除の仕組みの認知状況 

 

 

 

 

 

（２）育児休業制度の利用状況 

○育児休業制度の利用状況をみると，就学前児童では，「取得した（取得中である）」母

親では33.4％，父親では3.3％となっています。前回調査と比較すると，「取得した

（取得中である）」母親は4.7
ポイ

ント，父親は1.1
ポイ

ント高くなっています。 

問30 育児休業制度の利用状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 

就学前児童（父親） 
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30.7 

33.5 

0.3 

4.7 

7.2 

28.8 

1.5 

21.3 

40.0 

0.3 

10.2 

0.1 

1.8 

0.1 

6.8 

8.2 

28.4 

37.4 

***

5.8 

6.9 

24.2 

2.7 

24.8 

35.5 

0.0 

7.6 

0.4 

2.4 

***

5.2 

4.9 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=1,143

H30調査

n=1,065

17.1 

4.3 

3.7 

12.2 

0.0 

4.9 

3.7 

0.6 

1.8 

48.2 

25.0 

3.0 

1.8 

3.0 

18.3 

4.9 

7.6 

7.1 

4.1 

8.2 

0.0 

4.7 

11.2 

0.0 

2.4 

37.1 

13.5 

6.5 

2.9 

1.2 

24.1 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給，昇格などが遅れそうだった

収入減となり，経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職，祖父母等の親族に

みてもらえるなど，制度を利用する

必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを

知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間，

産後８週間）を取得できることを

知らず，退職した

その他

無回答

H25調査

n=175

H30調査

n=170

○育児休業を取得していない理由をみると，母親では，「子育てや家事に専念するため

退職した」（37.1％）が最も高く，次いで「職場に育児休業の制度がなかった（就業

規則に定めがなかった）」（13.5％）となっています。父親では，「仕事が忙しかった」

（37.4％）が最も高く，次いで「配偶者が無職，祖父母等の親族にみてもらえるな

ど，制度を利用する必要がなかった」（35.5％）となっています。 

問30-1 育児休業を取得していない理由（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 就学前児童（父親） 
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75.0 

92.3 

18.2 

0.0 

5.6 

0.0 

1.3 

7.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=396

就学前児童

(父親)n= 39

育児休業取得後，

職場に復帰した

現在も

育児休業中である

育児休業中に

離職した

無回答

50.8 

5.6 

48.5 

80.6 

0.7 

13.9 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=297

就学前児童

(父親)n= 36

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答

（３）職場復帰の状況 

○育児休業取得後の対処をみると，母親では，「育児休業取得後，職場に復帰した」

（75.0％）が最も高く，次いで「現在も育児休業中である」（18.2％），「育児休業

中に離職した」（5.6％）となっています。父親では，「育児休業取得後，職場に復帰

した」（92.3％），「無回答」（7.7％）となっています。 

○育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると，母親では，「年度初めの入所に合わ

せたタイミングだった」（50.8％），父親では，「それ以外だった」（80.6％）となっ

ています。 

問30-2 育児休業取得後の職場への対処 

 

 

 

 

 

 

 

問30-3 育児休業後に職場へ復帰した時期 
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0.0 0.0 0.7 
0.7 

13.5 
2.4 

13.1 
17.2 

46.1 

6.4 0.0 13.9 5.6 

0.0 

16.7 

0.0 
2.8 

5.6 

22.2 
33.3 

0%

25%

50%

75%

100%

０か月 １～

３か月

４～

６か月

７～

９か月

10～

12か月

13～

15か月

16～

18か月

19～

30か月

31か月

以上

無回答

就学前児童(母親)

n=297

就学前児童(父親)

n=36

0.0 1.3 4.0 5.7 

44.8 

13.1 10.8 13.1 
5.4 

1.7 
0.0 0.3 0.7 0.7 

39.7 

4.4 

15.2 16.2 15.5 

7.4 

0%

25%

50%

75%

100%

０か月 １～

３か月

４～

６か月

７～

９か月

10～

12か月

13～

15か月

16～

18か月

19～

30か月

31か月

以上

無回答

実際の月齢

n=297

希望の月齢

n=297

0.0 

25.0 

2.8 2.8 
13.9 

0.0 
0.0 0.0 0.0 

55.6 

0.0 

19.4 

0.0 0.0 

27.8 

0.0 
2.8 5.6 5.6 

38.9 

0%

25%

50%

75%

100%

０か月 １～

３か月

４～

６か月

７～

９か月

10～

12か月

13～

15か月

16～

18か月

19～

30か月

31か月

以上

無回答

実際の月齢

n=36

希望の月齢

n=36

○母親が育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢と希望の月齢をみると，いず

れも「10～12か月」（実際の月齢44.8％，希望の月齢39.7％）が最も高くなってい

ます。また，希望する期間のうち，長期休業（「16～18か月」，「19～30か月」，「31

か月以上」）を希望した母親はいずれも15～16％台となっています。 

○父親では，実際の月齢は「１～３か月」（25.0％），希望の月齢は「10～12か月」

（27.8％）が最も高くなっています。 

○３歳までの育児休業制度があった場合に取得を希望する子どもの月齢をみると，母親，

父親ともに「31か月以上」（母親46.1％，父親22.2％）が最も高くなっています。 

問30-4 育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢と希望する月齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-5 ３歳までの育児休業があった場合の子どもの希望する月齢 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 

就学前児童（父親） 
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51.4 

1.4 

23.6 

23.6 

23.6 

6.9 

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で

早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

無回答

就学前児童

n=144

0.0 

0.0 

62.5 

0.0 

37.5 

12.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=8

62.5 

6.3 

0.0 

0.0 

6.3 

12.5 

18.8 

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所に

入れなかったため

自分や子どもなどの体調が

思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

無回答

就学前児童

n=16

0% 25% 50% 75% 100%

○育児休業から「希望の時期」より早く職場復帰した理由をみると，母親では，「希望

する保育所に入るため」（51.4％）が最も高くなっています。父親では，「経済的な

理由で早く復帰する必要があった」（62.5％）が最も高くなっています。 

○「希望の時期」より遅く職場復帰した理由をみると，母親では，「希望する保育所に

入れなかったため」（62.5％）が最も高くなっています。 

問30-6(1) 育児休業から「希望の時期」より早く職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-6(2) 育児休業から「希望の時期」より遅く職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 就学前児童（父親） 

対象者はいません 

就学前児童（母親） 就学前児童（父親） 
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60.6 

2.8

37.4 

75.0

2.0 

22.2

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=297

就学前児童

(父親)n= 36

短時間勤務制度を利用した 短時間勤務制度を利用しなかった 無回答

（４）短時間勤務制度の利用状況 

○職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況をみると，母親では，「短時間勤務制

度を利用した」（60.6%）となっています。父親では2.8％に留まっています。 

○職場復帰時に短時間勤務制度を利用しなかった理由をみると，母親では「利用する必

要がなかった」（24.3％）が最も高く，次いで「職場に短期間勤務制度を取りにくい

雰囲気があった」「仕事が忙しかった」（各22.5％）となっています。父親は「短時

間勤務にすると給与が減額され，経済的に苦しくなる」（40.7％）が最も高くなって

います。 

問30-7 職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-8 短時間勤務制度を利用しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.5 

22.5 

21.6 

7.2 

0.0 

12.6 

2.7 

17.1 

6.3 

24.3 

9.9 

0.0 

22.2

33.3

40.7

3.7

11.1

18.5

0.0 

7.4 

0.0 

29.6

7.4

3.7

0% 25% 50% 75% 100%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額され，経済的に苦しくなる

短時間勤務にすると保育所（園）の入所（園）申請の優先順

位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職，祖父母等の親族にみてもらえるなど，

子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

利用する必要がなかった

その他

無回答

就学前児童

(母親)n=111

就学前児童

(父親)n= 27
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83.3 

2.8 

13.9 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=72

就学前児童

(父親)n= 0

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答

（５）育児休業取得期間の希望 

○１歳になった時に預け先が保障される場合の育児休業取得の希望をみると，母親では

「1歳になるまで育児休業を取得したい」が８割以上を占めています。 

問30-9 １歳になったときに預け先が保障される場合の育児休業取得の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者はいませんでした 
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２ 子育ての環境や支援への満足度 

○市の子育てに関する情報の入手方法をみると，就学前児童，小学生ともに「広報紙」

（就学前児童73.0％，小学生74.4％）が最も高く，次いで，就学前児童では，「幼稚

園，保育所（園），認定こども園」（57.3％），小学生では，「小学校」（61.2％）とな

っています。 

○地域の関わりに期待することをみると，就学前児童，小学生いずれも「通園（学）時

に安全を確保してくれる」（就学前児童71.9％，小学生76.3％），「子どもに気軽にあ

いさつやおしゃべりをしてくれる」（就学前児童62.1％，小学生51.8％），「いたずら

や危険なことをしたときに注意や報告をしてくれる」（就学前児童55.5％，小学生

57.5％）で割合が高くなっています。 

問31 [問23] 市の子育てに関する情報の入手方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問32 [問24] 地域の関わりに期待すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.1 

73.0 

31.7 

37.7 

57.3 

9.3 

4.5 

1.9 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

市役所や市の機関

広報紙

市のウェブサイト

（市のホームページ，きら鈴等）

友人

幼稚園，保育所（園），

認定こども園

病院

情報の入手先がわからない

その他

無回答

就学前児童

n=1,187

10.5 

74.4 

13.7 

27.6 

61.2 

3.9 

8.2 

1.4 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

市役所や市の機関

広報紙

市のウェブサイト

（市のホームページ，きら鈴等）

友人

小学校

病院

情報の入手先がわからない

その他

無回答

小学生

n=797

62.1 

55.5 

71.9 

29.1 

28.3 

31.0 

1.1 

5.6 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもに気軽にあいさつや

おしゃべりをしてくれる

いたずらや危険なことをした

ときに注意や報告をしてくれる

通園時に安全を確保してくれる

子どもにスポーツや遊びなどの

指導をしてくれる

緊急時に子どもを一時的に

預かってくれる

子育てについて気軽に

相談にのってくれる

その他

特にない

無回答

就学前児童

n=1,187

51.8 

57.5 

76.3 

25.0 

20.7 

17.2 

1.0 

4.9 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもに気軽にあいさつや

おしゃべりをしてくれる

いたずらや危険なことをした

ときに注意や報告をしてくれる

通学時に安全を確保してくれる

子どもにスポーツや遊びなどの

指導をしてくれる

緊急時に子どもを一時的に

預かってくれる

子育てについて気軽に

相談にのってくれる

その他

特にない

無回答

小学生

n=797



第４章 育児休業制度の利用状況 

 

93 

高い

6.6%

やや高い

25.9%

ふつう

50.0%

やや低い

12.3%

低い

4.4%

無回答

0.8%

就学前児童

n=1,187

高い

3.6%

やや高い

17.2%

ふつう

56.6%

やや低い

14.6%

低い

7.2%

無回答

0.9%

小学生

n=797

高い

14.5%

やや高い

27.4%ふつう

43.0%

やや低い

9.7%

低い

3.2%

無回答

2.2%

就学前児童

n=1,187

高い

13.3%

やや高い

25.0%

ふつう

46.5%

やや低い

9.2%

低い

4.9%

無回答

1.1%

小学生

n=797

○鈴鹿市において，「子育てが楽しいと感じる度合い」が高いと感じる保護者（「高い」

＋「やや高い」）をみると，就学前児童（32.5％），小学生（20.8％）となっており，

就学前児童が11.7
ポイ

ント高くなっています。一方，低いと感じる保護者（「低い」＋「や

や低い」）をみると，就学前児童（16.7％），小学生（21.8％）となっており，小学

生が5.1
ポイ

ント高くなっています。また，就学前児童の保護者では，高いと感じる方が低

いと感じる方を15.8
ポイ

ント上回り，子育てが楽しいと感じている保護者のほうが多いこと

がうかがえます。 

○鈴鹿市において，「仕事と子育ての両立が大変と感じる度合い」が高いと感じる保護者

（「高い」＋「やや高い」）をみると，就学前児童（41.9％），小学生（38.3％）とな

っており，就学前児童が3.6
ポイ

ント高くなっています。一方，低いと感じる保護者（「低い」

＋「やや低い」）をみると，就学前児童（12.9％），小学生（14.1％）となっており，

小学生が1.2
ポイ

ント高くなっています。また，就学前児童，小学生の保護者いずれも，高

いと感じる方が低いと感じる方をそれぞれ29.0
ポイ

ント，24.2
ポイ

ント上回り，仕事と子育ての

両立が大変であることがうかがえます。 

問33(1) [問25(1)] 鈴鹿市における「子育てが楽しいと感じる度合い」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問33(1) [問25(1)] 鈴鹿市における「仕事と子育ての両立が大変と感じる度合い」 
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高い

2.8%

やや高い

16.3%

ふつう

49.1%

やや低い

21.5%

低い

9.4%

無回答

0.8%

就学前児童

n=1,187

高い

1.5%

やや高い

11.2%

ふつう

47.7%

やや低い

27.4%

低い

11.7%

無回答

0.6%

小学生

n=797

○鈴鹿市において，「子育ての環境や支援に対する満足度」が高いと感じる保護者（「高

い」＋「やや高い」）をみると，就学前児童（19.1％），小学生（12.7％）となって

おり，就学前児童が6.4
ポイ

ント高くなっています。一方，低いと感じる保護者（「低い」＋

「やや低い」）をみると，就学前児童（30.9％），小学生（39.1％）となっており，

小学生が8.2
ポイ

ント高くなっています。また，就学前児童，小学生の保護者いずれも，低

いと感じる方が高いと感じる方をそれぞれ11.8
ポイ

ント，26.4
ポイ

ント上回り，満足度が低いこ

とがうかがえます。 

問33(3) [問25(3)] 鈴鹿市における「子育ての環境や支援に対する満足度」 
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３ 育児休業制度の利用状況，子育ての環境や支援の満足度 

における分析，課題 

結果１ 育児休業を取得または取得中の就学前児童の母親は33.4％，父親は3.3％ 

就学前児童保護者の育児休業の取得率は，母親が33.4％，父親が3.3％となり，前回

調査と比較すると，母親では4.7
ポイ

ント，父親では1.1
ポイ

ント増加しています。また，「働いてい

なかった」と回答した方を除外した就労している方の母集団（無回答者含む）に対する

育児休業を「取得した」方の割合は，母親が67.6％，父親が3.3％となっています。 

母親の育児休業取得期間についてみると，実際の取得期間，希望取得期間ともに「10

～12か月」（44.8％，39.7％）が最も高くなっています。また，16か月以上の長期期

間では，実際の取得期間（29.3％）より希望取得期間（46.9％）の割合が上回ってい

ます。 

育児休業を取得していない理由は，母親では「子育てや家事に専念するため退職した」

が37.1％で前回調査同様最も高くなっています。それ以外では，前回調査において

25.0％と高かった「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」

が13.5％に低下したものの引き続き高い傾向にあり，一方，前回調査でわずか3.7％と

低かった「保育所などに預けることができた」は11.2％と高くなっています。一方，

父親では「仕事が忙しかった」（37.4％）が最も高く，次いで「配偶者が無職，祖父母

等の親族にみてもらえるなど，制度を利用する必要がなかった」（35.5％），「職場に育

児休業を取りにくい雰囲気があった」（28.4％）が上位を占め，前回調査の上位理由と

変化はありませんでした。【問30・30-１・問30-４（１）（２）】 

▼ 

以上の結果から，希望する休業期間の取得が叶うよう，雇用及び経済面において，安

心して出産，育児が出来る職場環境の整備など，必要な支援の把握と支援提供ができる

仕組みづくりが求められます。また，働き方改革の認知度の広がりにともない，父親も

含めた育児休業取得率の向上が今後更に高まっていくことが見込まれるため，希望した

育児休業期間満了時から教育・保育事業を利用したい保護者が，不安なく利用できる事

業体制，運営となるように更なる改善をしていく必要があります。 
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結果２ 地域の関わりに期待することは，就学前児童保護者，小学生保護者ともに 

「通園（学）時に安全を確保しくれる」こと 

地域の関わりに期待することは，就学前児童，小学生の保護者ともに「通園（学）時

に安全を確保してくれる」（71.9％，76.3％）の割合が最も高く，それ以外では「子

どもに気軽にあいさつやおしゃべりをしてくれる」（62.1％，51.8％），「いたずらや

危険なことをしたときに注意や報告をしてくれる」（55.5％，57.5％）など，子ども

の安全や見守りに関する項目での割合が高くなっています。【問32，[問24]】 

▼ 

以上の結果から，地域で子どもがより安全に過ごせるよう，民生委員，児童委員をは

じめ，地域住民へ働きかけ，登下校時の見守り活動や防犯パトロールの強化，推進をし

ていく必要があります。また，子どもの人間関係形成能力をはぐくむために，地域で交

流できる機会やイベントの企画などを通して，地域全体で子どもを見守っていく環境づ

くりの整備が望まれます。 

結果３ 子育て環境や支援に対する満足度（「高い」＋「やや高い」＋「ふつう」）は，

就学前児童で68.2％，小学生で60.4％ 

鈴鹿市における子育ての環境や支援に対する満足度（「高い（とても満足）」＋「やや

高い」＋「ふつう」）は，就学前児童で68.2％，小学生で60.4％となっています。ま

た，母子家庭では，就学前児童で62.1％，小学生で50.8％となっています。 

鈴鹿市における子育てが楽しいと感じる度合い（「高い（とても楽しい）」＋「やや高

い」＋「ふつう」）をみると，就学前児童で82.5％，小学生で77.4％となっています。 

鈴鹿市における仕事と子育ての両立が大変と感じる度合い（「高い（とても大変）」＋

「やや高い」）をみると，就学前児童で41.9％，小学生で38.3％となっています。 

市の子育てに関する情報の入手方法は，就学前児童，小学生ともに「広報紙」（73.0％，

74.4％）が最も高くなっています。【問32・33（１）（２）（３），[問23・25（１）

（２）（３）]】 

▼ 

以上の結果から，本市の子育て環境や支援に対して，概ね評価されていると言えます。

今後更に満足度を高め，子育てを楽しいと感じてもらうため，子育てを支える一つであ

る「広報紙」の一層の充実を図るとともに，多様化する子育て世帯のニーズに即した事

業の見直し，改善が必要となります。また，仕事と子育ての両立を支援する新たな仕組

みづくりを企業や地域と協働で検討していく必要があります。 
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２ 小学生の調査票 
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